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新庁舎実施設計の概要について
令和2年度決算状況をお知らせします
令和３年度全国学力・学習状況調査
　の結果をお知らせします

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity

皇子に捧げる浦安の舞皇子に捧げる浦安の舞
関連記事は 22ページ関連記事は 22ページ
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新
庁
舎
実
施
設
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
庁
舎
実
施
設
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

広
報
八
女
10
月
1
日
号
で
、
新
庁
舎
建
設
事
業
の
再
開
と
10
月
下
旬
以
降
の
準
備
工
事
等
に
伴
う

駐
車
場
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
令
和
4
年
1
月
着
工
に
向
け
て
、
令
和
2
年

度
に
取
り
ま
と
め
た
実
施
設
計
か
ら
概
要
版
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
新
庁
舎
建
設
実
施
設
計
概
要
版
」（
全
9
ペ
ー
ジ
）
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新庁舎建設
に関する情
報はこちら

①
免
震
構
造
の
採
用

　

防
災
拠
点
と
し
て
、
十
分
な
耐
震
性

能
を
確
保
す
る
た
め
地
震
の
揺
れ
に
最

も
強
い
免
震
構
造
を
採
用
。
被
災
直
後

も
業
務
を
継
続
し
災
害
対
策
活
動
を
行

え
る
計
画
と
す
る
。

②
指
揮
命
令
の
中
枢
と
な
る
災
害
対

策
本
部
の
設
置

　

市
長
室
、副
市
長
室
、防
災
安
全
課
、

大
会
議
室
を
近
接
し
て
配
置
し
、
災
害

時
に
迅
速
に
災
害
対
策
本
部
へ
と
機
能

転
換
可
能
な
計
画
と
す
る
。

①
安
心
・
快
適
に
利
用
で
き
る
動
線
計

画
　

敷
地
内
は
歩
車
分
離
に
よ
り
安
全
な

動
線
計
画
と
し
、
車
寄
せ
や
お
も
い
や

り
駐
車
場
に
は
庇ひ
さ
しを

設
け
る
こ
と
で
、

雨
に
濡
れ
ず
に
新
庁
舎
へ
と
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
計
画
と
す
る
。

②
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す

い
窓
口
計
画

　

市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
窓
口
を
１

階
に
集
約
し
、
わ
か
り
や
す
く
誰
に
で

も
利
用
し
や
す
い
窓
口
と
す
る
。

①
将
来
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
対
応
可

能
な
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア

　

執
務
室
は
基
本
的
に
間
仕
切
り
の
な

い
大
空
間
と
し
、
柔
軟
性
の
高
い
、
将

来
の
組
織
改
編
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
計
画
と
す
る
。

②
多
目
的
に
利
用
で
き
る
会
議
室　

　

市
民
お
よ
び
職
員
が
用
途
に
応
じ
多

目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
大
・
中
・

小
の
会
議
室
等
を
設
け
る
。
集
約
配
置

し
た
会
議
室
等
は
可
動
間
仕
切
り
の
開

閉
に
よ
っ
て
、
一
体
的
に
利
用
可
能
な

計
画
と
す
る
。

①
人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
市
民
開
放

エ
リ
ア

　

市
民
が
立
ち
寄
り
や
す
い
1
階
に

「
ま
ち
の
茶
屋
（
仮
称
）」「
情
報
の
町

家
（
仮
称
）」「
多
目
的
室
」「
市
民
協

働
会
議
室
」
等
の
市
民
開
放
エ
リ
ア
を

設
け
る
。
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

市
民
の
交
流
促
進
に
よ
り
市
全
体
の
経

済
好
循
環
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
計
画

と
す
る
。

②
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

　

議
場
に
は
車
椅
子
用
傍
聴
席
や
個
室

傍
聴
席
を
設
置
す
る
等
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
計
画
と
す
る
。

①
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
庁
舎

　

Low-e

（
高
断
熱
性
）ガ
ラ
ス
や
ル
ー

バ
ー
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
設
置
に
よ
り
建

物
へ
の
熱
負
荷
を
低
減
さ
せ
、
エ
コ
ボ

イ
ド
（
吹
き
抜
け
）
の
設
置
に
よ
る
自

然
採
光
・
自
然
換
気
の
確
保
や
、
地
中

熱
利
用
、
太
陽
光
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
セ

ン
サ
ー
付
照
明
な
ど
の
高
効
率
機
器
の

採
用
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮

減
す
る
と
と
も
に
、N

ニ
ア
リ
ー

early Z

ゼ
ブ

EB

（
※
）

認
証
を
取
得
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
エ

コ
庁
舎
を
実
現
す
る
。

基
本

方
針
②

基
本

方
針
③

基
本

方
針
④

基
本

方
針
⑤

基
本

方
針
①
「
市
民
を
守
る
安
全
で

安
心
な
庁
舎
」

「
市
民
が
使
い
や
す
く

人
に
や
さ
し
い
庁
舎
」

「
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る

開
か
れ
た
庁
舎
」

「
環
境
に
配
慮
し
た
経
済
的

な
庁
舎
」

「
機
能
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
庁
舎
」

令
和
４
年
１
月

着
工
予
定

　市では現在、新庁舎建設のための準備工事を行っています。今後は、12 月上旬
に新庁舎建設工事の入札を実施し、仮契約を締結します。その後、12 月の定例市
議会において議決を受けて本契約を締結し、新庁舎建設工事に着手します。

※Nearly ZEB 

＝
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
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◦令和 3 年 11月～ 12 月中旬：敷地内構
　造物の移設・撤去、樹木伐採等工事 
　※駐車場が段階的に使用できなくなります
◦令和 3 年 11 月下旬～ 1 月下旬：埋蔵
　文化財発掘調査
◦令和 4 年 1月：新庁舎建設着工（～令
　和 6 年 1月）
◦令和 6 年 5 月：新庁舎開庁、旧庁舎解
　体、外構工事開始
◦令和７年３月：事業完了（グランドオー
　プン）

◦規模：地上 5 階建て
◦構造：基礎免震構造／鉄筋
　コンクリート造（⼀部鉄骨造）
◦建築面積：4,573.47㎡
◦建ぺい率：25.30%
◦延床面積：11,299.47㎡（新庁
　舎棟）、約 335.10㎡（附属棟 1）、
　94.25㎡（附属棟 2）
◦容積率：63.57%
◦最高高さ：21.95m
◦駐車台数：約 400 台

◦所在地：福岡県八女市本
　町 647 番地
◦敷地面積：18,079.62 ㎡
◦用途地域：商業地域
◦地域地区等：八女市文化
　的景観計画区域
◦防火地域等：準防火地域
◦指定建ぺい率：80％
◦指定容積率：400％

計画地概要 建築概要 今後の予定

敷地平面図敷地平面図

新庁舎実施設計の概要をお知らせします新庁舎実施設計の概要をお知らせします

庁舎周辺の冠水対策
敷地内および市道の一
部の雨水を貯留する調
整 池（ 約 1,300㎥）を
駐車場下に設置し、敷
地外への雨水の流出を
抑制することで、庁舎
周辺の冠水対策を行う。
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新
庁
舎
建
設
工
事
の
準
備
工
事
期
間
中

の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
広
報
八
女
10
月

1
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
部

変
更
し
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
掲
載
し
ま

す
。
駐
車
場
の
不
足
等
で
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
交
通
誘
導
員
や
誘
導
看
板
等
を
配
置

し
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
庁
の
際
は
、
指

示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
変
更
内
容
】

◦
市
役
所
敷
地
内
駐
車
場
の
出
入
口

▽
入
口
：
東
側
の
み

▽
出
口
：
北
側
、
南
側
（
お
り
な
す
交
流

棟
下
通
路
）

※
出
入
口
の
変
更
に
伴
い
、
駐
車
場
内
を

一
方
通
行
と
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
建
設
の
準
備
工
事
期
間
中
の
駐
車
場
を
一
部
変
更

ＡＴＭについて
　市役 所正面玄関横の
ATM は、庁舎建設工事に
伴い、12 月中に撤去工事
を行う予定です。建設工
事期間中は、市役所敷地
内に ATM は設置できませ
んので、近隣の金融機関
および店舗等設置の ATM
のご利用をお願いします。

◦北東からの全景イメージ

◦南東からの外観イメージ

（断面図）
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
新
庁
舎
建
設
課
（
☎
２
４
・
８
０
９
１
）

伝統的町並みの白壁をイメージ
バルコニーの腰壁は城下町の白壁をモチー
フ（題材）とし、水平を強調した連続的な
白壁により、「八女福島伝統的建造物群保
存地区」の伝統的な町並みを連想させる。

温もりのある八女産木材等の活用
城下町の格子窓や伝統工芸の竹細工をモ
チーフとし、温もりのある八女産木材を、
内部のほか外部の木製ルーバーにも活用
するなど、歴史と資源豊かな八女をPR す
るランドマーク（象徴的建物）を創造する。

【N
ニ ア リ ー

early Z
ゼ ブ

EB】
省エネ（50% 以上）＋創エネで、
75% 以上の一次エネルギー消費
量の削減を実現している建物

周辺環境に配慮したひな壇型庁舎
建物上層階をセットバック（後退）させ
茶畑をモチーフとした雛壇状の形態とし、
周辺への圧迫感を軽減するとともに、伝
統的な町並み景観との調和を図る。

伝統

歴史

自然

環境にやさしい Nearly ZEB 庁舎
外観の特徴外観の特徴

伝統的町並みに調和するひな壇型庁舎伝統的町並みに調和するひな壇型庁舎

11月～12月の
市役所・おりなす八女
駐車場図
※ 1 月以降の駐車場は後日、
　お知らせします。

※道路横断の際は、横断歩道の
ご利用をお願いします。

南側駐車場
［事前工事・発掘調査範囲］

出口

入口

出口

（西側出入口は
工 事のため、1
月末まで出入り
できません）

①

⑦

②

④

（47台）

（約80台）

（約60台）

（約200台）

⑤
（26台）

③
⑥ （軽16台）
（7台）

① 臨時駐車場（八女公園）
② 北庁舎北側駐車場
③ 軽自動車専用駐車場 
　（1月頃まで利用可能）
④清水町駐車場
⑤ おりなす八女駐車場
⑥ おりなす八女西側駐車場
⑦ 大正町駐車場
　（おりなす八女専用駐車場）
▲   ：工事期間中の来庁者出入口

：一方通行

新庁舎実施設計の概要をお知らせします新庁舎実施設計の概要をお知らせします
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▼令和２年度歳入

▼令和２年度歳出

497億3,019万円

475億7,314万円

決
算
状
況

決
算
状
況

令
和
２
年
度

歳入歳入
歳出歳出

　

八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ

き
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
市

の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
令
和
２
年

度
の
決
算
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
決
算
の
内
容
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
財
政
状
況
」
お
よ
び
財

政
課
内
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

八
女
市
は
合
併
し
て
10

年
が
経
過
し
、こ
の
間
、国
・

県
補
助
金
や
有
利
な
市
債

等
の
財
源
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
市

債
に
つ
い
て
は
、市
の
財
政
負

担
の
軽
減
の
た
め
、
地
方
交

付
税
措
置
が
あ
る
も
の
を
中

心
に
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、将
来
世
代
へ

過
度
の
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
安
定
し
た
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財

政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

国県支出金
163 億 7,885 万円

　（32.9％）

地方交付税
125億385万円
　 （25.1％）

市税
69億9,698万円
　 （14.1％）

市債
60億8,401万円
　 （12.2％）

繰入金
23億8,258万円（4.8％）

譲与税・交付金等
21億2,555万円（4.3％）

繰越金
11億7,662万円（2.4％）

その他
20億8,175万円（4.2％）

民生費
（福祉や子育て
支援など）
191億4,064万円

　 （40.2％）

総務費
（行政の運営に）
  55億7,882万円（11.7％） (ごみ処理や市民の

　健康増進など) 
42億7,217万円（9.0％）

衛生費

土木費
(道路や公園等の
　維持・整備など)
36億1,653万円

（7.6％）

公債費
（借入金の返済に）
35億5,014万円 （7.5％）

農林水産業費
（農業・林業等の振興など）
25億9,414万円（5.5％）
教育費

（学校整備や教育振興など）
31億7,310万円（6.7％）

災害復旧費
（被災した施設の復旧に）
20億4,639万円（4.3％）

商工費（商工業・観光の振興など）
19億9,980万円（4.2％） その他

16億141万円（3.3％）

補助費等
137億9,901万円

（29.0％）

扶助費
72億6,931万円
　　（15.3％）

普通建設事業費
54億7,362万円
　（11.5％）

人件費
54億959万円
　　（11.4％）

物件費
44億3,191万円
　 　（9.3％）

公債費
35億5,047万円

（7.5％）

繰出金
33億9,879万円
　（7.1％）

災害復旧費
21億9,253万円

（4.6％）

財政用語の解説
【地方交付税】所得税など国が
徴収した税金の中から、市の財
政状況に応じて交付されるお
金。
【国県支出金】事業など特定の
目的の費用として、国・県から交
付される補助金等のお金。
【市債】大きな事業を行うため
に、国や金融機関から借り入れ
るお金。※借入金に対しては、内
容に応じ、元利金償還の時、その
財源として国から交付税が充て
られます。（例：過疎対策事業債
は借入金の70％算入など）
【自主財源】市町村税など自主
的に収入する財源。
【依存財源】他に依存する形で
調達する財源。（地方交付税、国
県支出金など）
【義務的経費】支出することが
制度的に義務づけられている経
費のこと。人件費、扶助費、公債
費の３つからなる。
【投資的経費】道路、橋りょう、
公園、学校、公営住宅の建設等
社会資本の整備等に要する経
費。

目的別性質別

その他
20億4,791万円

（4.3％）
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◉
決
算
の
状
況

　

令
和
２
年
度
は
、国
県
補
助
事
業

等
の
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら

自
主
財
源
を
有
効
に
使
い
、財
政
の
安

定
運
営
を
進
め
、財
源
の
重
点
的
な
配

分
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
、市
民

生
活
や
地
域
経
済
対
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
、少
子
高
齢
化
対
策
、安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、子
育
て
相

談
支
援
事
業
、観
光
の
振
興
、過
疎
対

策
や
定
住
促
進
な
ど
の
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入
で
４
９

７
億
３
０
１
９
万
円
、歳
出
で
４
７
５

億
７
３
１
４
万
円
、差
し
引
き
21
億
５

７
０
５
万
円
と
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る

財
源
15
億
９
８
５
８
万
円
を
差
し
引

き
、実
質
収
支
で
５
億
５
８
４
７
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
内

か
ら
3
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
、残
り
の
黒
字
額
2
億
５
８
４

７
万
円
を
令
和
３
年
度
の
財
源
に
充
当

し
ま
し
た
。

◉
健
全
化
判
断
比
率（
表
１
）

　

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
は
、令
和
２
年
度
の
決
算
状
況

を
法
律
に
基
づ
き
全
国
統
一
の
指
標
と

し
て
計
算
し
た
も
の
で
、基
準
を
超
え

た
場
合
は
、財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、計
画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。八
女
市

は
、国
が
示
し
て
い
る
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、地
方
公
営
企
業
の
資
金
不
足

も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
実
質
赤
字
比
率「
－
」に
つ
い
て
は
、

普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
矢
部
診
療
所

特
別
会
計
）に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。▽
連
結
実
質

赤
字
比
率「
－
」に
つ
い
て
は
、普
通
会

計
に
そ
の
他
の
特
別
会
計
を
含
め
、黒

字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

▽
実
質
公
債
費
比
率
は
、そ
の
年
度
の

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債
（
借

金
）の
返
済
額
（
公
営
企
業
分
や
一
部

事
務
組
合
の
起
債
を
含
む
）の
割
合
を

出
し
た
も
の
で
す
。▽
将
来
負
担
比
率

「
－
」に
つ
い
て
は
、負
債
に
充
て
る
た

め
の
財
源
が
負
債
額
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

財源 家庭の収入 市の収入 割合

自主 給料（基本給） 4 万 9 千円
市税 70 億円

16.2%使用料・手数料・分担金・
負担金・諸収入 10 億 3 千万円

依・活 給料（諸手当） 8 万 8 千円
地方交付税 125 億円

29.4％
地方譲与税・各種交付金 21億 3 千万円

依・活 親からの援助 9 万 9 千円 国県補助金 163 億 8 千万円 32.9%
自主 その他の臨時収入 6 千円 寄付金・財産収入 10 億 5 千万円 2.1％
依存 ローン（借入金） 3 万 7 千円 市債 60 億 8 千万円 12.2％
自主 貯金の取り崩し 1万 4 千円 繰入金 23 億 8 千万円 ４.8％
自主 前月の残金 7 千円 繰越金 11億 8 千万円 2.4％

収入計 30 万円 歳入計 497 億 3 千万円 100.0％

経費 家庭の支出 市の支出 割合
義
務
的
経
費

食費 3 万 3 千円 人件費 54 億 1千万円 11.4%
医療費や子どもの学費 4 万 4 千円 扶助費 72 億 7 千万円 15.3％
ローンの返済 2 万 2 千円 公債費（※1） 35 億 5 千万円 7.5%

そ
の
他
の
経
費

光熱水費などの雑費 2 万 7 千円 物件費 44 億 3 千万円 9.3%
車などの修理代 1千円 維持補修費 ２億 3 千万円 0.5%
親戚への援助など 8 万 3 千円 補助費等 138 億円 29.0%
貯金 6 千円 積立金 10 億 7 千万円 2.2%
生命保険など 5 千円 投資･出資･貸付金 7 億 5 千万円 1.6%
子どもへの仕送り 2 万円 繰出金 34 億円 7.1%

投
資
的
経
費

自宅の増改築や家財
道具の購入 3 万 3 千円 普通建設事業費 54 億 7 千万円 11.5%

壊れた持ち物の再購入 1万 3 千円 災害復旧事業費 21億 9 千万円 4.6％
支出計 28 万 7 千円 歳出計 475 億 7 千万円 100.0%

翌月に使えるお金 １万 3 千円 余剰金 21億 6 千万円

▼八女市の財政を家計に例えたら（令和２年度決算）
令和２年度の一般会計決算額を１か月当たりの収入30万円の家計に置き換えてみました。

※1  市の場合、借入金の
元利償還金の返済（公債
費）にあたっては、その
一部が国から地方交付税
として交付されます。
　よって、市の実質負担
は小さくなります。

◦自主財源 (25.5%)
　（左表表記＝自主） 
　家庭＝7 万 6 千円 
　市＝126 億 4 千万円
◦依存財源 (74.5%)
　（左表表記＝依存または依） 
　家庭＝22 万 4 千円 
　市＝370 億 9 千万円

◦義務的経費（34.2％） 
　家庭＝9 万 9 千円 
　市＝162 億 3 千万円

◦その他の経費（49.7％） 
　家庭＝14 万 2 千円
   市＝236 億 8 千万円

◦投資的経費（16.1％）
    家庭＝4 万 6 千円
    市＝７6 億 6 千万円

依存財源の内、国・県
の補助金等を活用した
財源（62.3％）
( 左表表記＝活 )
　家庭＝18 万 7 千円
　市＝310 億 1千万円

▼健全化判断比率（表1）

実質
赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質
公債費
比率

将来
負担
比率

八女市 － － 8.9 －
早期健全化基準 12.51 17.51 25.0 350.0 
国の財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

（単位：％）

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比
率は算定されないため、数値は「 ー 」と表示しています。
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■一般会計市債・基金残高の推移
※平成22年度から令和2年度までの一般会計市債
　・基金残高の推移です。

※臨時財政対策債とは、普通交付税（国からの交付金）
の代替財源のため市債償還に対して、全額国から補填
されるもので、実質借金ではありません。

（単位：億円）

H23H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

233

基金残高

市債残高
300

200

100

281

156

290

162

300

174

311

190

320

205

339

299272

170

268

157

270

155

273

153

219 203 192 180

172177
155

218218
186199

（臨時財政対
  策債を除く）

市債残高
204

令和 2 年度の主な事業　 ―こんな仕事をしてきました―

子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心し
て暮らせるまちづくり

⃝各種がん検診委託事業… 6,888 万円
⃝やめっこ夢祝金支給事業…2,639 万円
⃝育児支援こどものごはん提供事業…1,773 万円
　保育所等の食の安全確保および保護者の育児負
担軽減を実施しました。市内の全保育所等において、
八女市が支給認定を行った３歳以上児の主食の提
供に係る費用を補助し、主食の持参および主食費の
保護者負担をなくすことができました。
⃝やめＵＩターン子ども応援手当支給事業…516 万円
⃝路線バス通学定期補助事業…703 万円
⃝ごみ出し支援事業…400 万円
　ごみ出し支援の実施に向けた実態調査において、
高齢者世帯などを調査対象に民生委員からの聞き
取りを行い、ごみ出しに苦慮していると思われる世
帯を抽出し、ごみ出し支援の意向調査を行いました。
また、地域によるごみ出し支援の取り組み状況につ
いても調査を行いました。
⃝高齢者安全運転支援装置普及促進事業…94 万円

きる力の育成と
豊かな心を育てるまちづくり

⃝市立学校コンピューター整備事業…6 億 7,785 万円
　本市の全ての市立学校に、高速大容量の通信ネッ
トワーク環境や児童生徒一人一台端末利用に向けた
タブレット型パソコンを購入し、ＩＣＴ環境が整い
ました。
⃝小学校特別教室空調設置事業…9,098 万円
⃝学力向上推進事業…9,235 万円

⃝入学祝金事業…4,166 万円
⃝八女市奨学金…1,430 万円

民とともに歩み、
市民とともに進めるまちづくり

⃝庁舎建設事業…１億 3,223 万円
⃝地域活性化推進プラットフォーム事業…3,204 万円
　コミュニティ通貨「まちのコイン」を導入し、福
島地内に設置した関係人口創出拠点（つながるバス
停）から情報発信することで、利用者や市内加盟店
の拡大を図ることができ、関係人口の創出に寄与し
ました。
⃝都市交流事業…658 万円

市生

少

タブレットを活用した授業風景
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会計名 歳入 歳出 差引

国民
健康保険
事業費

88億3,052万円 87億6,412万円 6,640万円

介護保険
事業費 82億953万円 78億5,403万円 3億5,550万円

後期
高齢者
医療

10億6,444万円 10億6,218万円 226万円

矢部
診療所 7,745万円 7,142万円 603万円

黒木町
串毛

財産区
112万円 0円 112万円

黒木町
木屋

財産区
798万円 74万円 724万円

■令和２年度特別会計決算状況

令和2年度森林環境譲与税譲与額　8,360万6千円

■森林環境譲与税を活用した事業 
（令和２年度実績）

◦森林経営管理事業（業務委託） …393 万 8 千円
　モデル的な山林において、経営管理意向調査を実施。
◦森林保全整備促進事業…3,658 万円
　市内に所在する森林で実施される間伐等の森林保全整備
に対し事業経費の 20％以内で補助し、森林保全整備を促進。
◦木材生産促進事業…553 万 4 千円
　市内の森林から市内市場等へ搬出される間伐材の運搬経
費に対し1㎥あたり1,000 円以内の補助を行い、搬出間伐の
促進と木材の生産活動を推進。
◦竹林保全整備促進事業…1,664 万 4 千円
　市内の竹林から市内竹材加工業者までの搬出・運搬経費
に対し竹材1kg 当たり6 円以内で補助を行い、伐竹による
放置竹林の拡大防止および竹林の維持保全と整備の促進。
◦森林環境譲与税基金積立事業…2,091万円　
　後年度の森林整備等の経費として積み立てを実施。
※詳細は八女市ホームページに掲載しています。

奥八女焚火の森
キャンプフィールド

令和 2 年度 決算状況 をお知らせします

型コロナウイルス感染症への対応

⃝事業所応援金給付事業ほか 40 事業（八女市独自
施策分）…12 億 1,659 万円
⃝特別定額給付金事業ほか 21 事業（国県補助事業
分）…69 億 1,265 万円
　新型コロナウイルス感染症に関する総合的な支援
策として、「がんばるバイ八女事業所応援金」など
の市独自施策や国補助事業の特別定額給付金給付
事業など第１弾から第６弾まで段階的に実施し、幅
広い施策を講じました。

適で安全・安心な暮らしを支える基盤づくり
と都市機能の充実

⃝乗合タクシー運行事業…7,907 万円
⃝道路・河川改良事業…12 億 9,631 万円
⃝用悪水路浚

しゅんせつ

渫事業…4,489 万円
⃝防災対策事業…3,278 万円
⃝消防関係施設設備等整備事業…8,815 万円
⃝し尿処理施設建設事業（負担金）…18 億 2,364 万円
⃝上水道整備事業（豊岡地区水道整備）…１億 9,884 万円

と自然にやさしく、
暮らしやすい生活空間づくり

⃝若年世帯家賃等支援補助事業…7,188 万円
⃝マイホーム取得支援事業…6,140 万円　
⃝浄化槽設置整備事業…１億 6,129 万円
⃝空き家バンク事業…618 万円

場産業・観光の振興と地域資源を活かした
新産業創出、雇用の確保

⃝新規就農促進支援事業 …8,375 万円

⃝八女材普及促進住宅資材助成事業…3,370 万円
⃝竹林整備対策事業…1,664 万円
⃝商店街活性化対策事業…517 万円
⃝地域しごとづくり支援事業…979 万円
　地域しごとづくり拠点施設南仙荘（黒木町）を活用
し、地方で事業を展開したい都市部の企業を対象に、
お試しサテライトオフィスの利用を推進し、企業誘
致に取り組みました。
　また、市民を対象に起業セミナーやテレワーク講
座を実施し、地域課題や事業への理解を深めてもら
うことで地域活性化に繋がりました。
⃝きのこ村整備事業…４億 8,048 万円
　黒木町笠原地区で平成 24 年の九州北部豪雨で被
災した「きのこ村キャンプ場」を新たに「奥八女焚
火の森キャンプフィールド」としてオープンするこ
とができました。コテージ、キャビン、さまざまなタ
イプのキャンプサイトを有し、「木育施設」や「八女
茶カフェ」を併設したキャンプ場に生まれ変わりま
した。

新

快

人

地
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「
人
生
１
０
０
年
★
い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座
」

　

最
近
、い
ろ
い
ろ
な
商
品

や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
下

の
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
キ
ュ
ー
・ア
ー
ル
・コ
ー

ド
）」と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ド
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や
専
用
ア

プ
リ
な
ど
を
か
ざ
し
て
読
み
取
る
と
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。面
倒
な
検
索
が
不
要
で
、迷
わ
ず
に
見
た
い

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
で
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
難
し
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
機

会
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
種
に
よ
っ
て
方
法
が

違
う
の
で
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、身
近
な
人
や

お
店
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
に
関
す
る
通
信
料
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。パ
ケ
ッ
ト
通
信

料
定
額
制
の
加
入
契
約
ま
た
は
Ｗワ
イ
フ
ァ
イ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
な

ど
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、通
信
事
業
者
か

ら
高
額
な
料
金
請
求
が
く
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ｍ
八
女
で
も
介
護
予
防
や
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
人
生

１
０
０
年
★
い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座
」を
放
送

し
て
い
ま
す
。農
作
業
や
家
事
、趣
味
の
空
き
時

間
に
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
、気
分
転
換
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

簡
単
な
運
動
も
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
お
り
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、同
じ
内
容
を
１
か
月

間
配
信
・放
送
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支

援
係
（
☎
２
４・９
４
６
６
）

11
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
と
Ｆ
Ｍ
八
女
の
ラ
ジ
オ
講
座
で
放
送
開
始

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
視
聴

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

放送月 テーマ 内容 講師

11 月 介護予防
〇健康な体づくり
　介護保険・医療保険との関係

管理栄養士・健康運動指導士
　　綾部 美津子 さん

12 月 糖尿病予防
〇身近にひそむ糖尿病
　あなたは大丈夫？予防の効果と方法

管理栄養士・健康運動指導士
　　綾部 美津子 さん

1 月 高血圧予防
〇高血圧 ほっておくと大変！
　効果的な予防と実践法

保健師
　　井上 真理子 さん

2 月 口腔ケア
〇健康はお口のケアから
　見逃していませんか？そのサイン

歯科衛生士
　　内藤 真理子 さん

3 月 認知症予防
〇生活習慣病と認知症との関係
　まずはこれから始めましょう

作業療法士
　　恒松 伴典 さん

4 月 フレイル予防
〇年のせいと見逃していませんか？
　心身の健康を取り戻すポイント！

作業療法士
　　恒松 伴典 さん

■動画配信・ラジオ放送内容

⃝ラジオ放送時間＝毎週水曜日・日曜日（15 時～ 15 時 30 分）

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
対
面
で
実
施
し
て
い
た
「
人
生
１
０
０
年
教
室
」を
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
動
画
配
信
と
ラ
ジ
オ
放
送
で
開
催
し
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、年
を
重
ね
て
も
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ

ン
動
画
や
Ｆ
Ｍ
八
女
の
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
「
介
護
予
防
」に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
介
護
予
防
の

動
画
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
で
な
い
皆
さ
ん
へ

動
画
配
信
・
ラ
ジ
オ
放
送
内
容
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ＦＭ八女（80.1MHz）

オレンジ講座

　八女市では、認知症に対する正しい知識と理解を持ち、認知症高齢者などにやさしい地域づくりに取り組んでい
ます。その取り組みの１つとして、より多くの人が認知症について知り、正しく病気を理解することを目的としてオレ
ンジ講座を行っています。
　オレンジ講座は、FM 八女のラジオを通して認知症について学ぶ番組です。認知症ってどんな病気？認知症の方
にどんな風に接したらいいの？そんな疑問を持っている人はぜひお聞きください。

⃝問い合わせ＝介護長寿課  地域包括支援係（☎２４・９４６６）

♪放送時間♪
○毎週月曜日　11 時10 分～、17 時10 分～
○毎週土曜日　10 時10 分～、20 時30 分～
１か月間毎回同じ内容を放送しているので、聞き逃しても大丈夫です！
好きな時間に聞いてください♪

11月放送

若年性認知症について若年性認知症について

川島豊輝さん川島豊輝さん
パーソナリティー

放送内容

12月放送

認知症の方との対応について認知症の方との対応について

檜室美恵子さん檜室美恵子さん
パーソナリティー

放送内容

1月放送

認知症に関する相談について認知症に関する相談について

重野成美さん重野成美さん
パーソナリティー

放送内容

2月放送

認知症予防について認知症予防について

國芳浩平先生國芳浩平先生

パーソナリティー

放送内容

筑水会病院

4月放送

認知症の方と共に認知症の方と共に
　介護側の立場から　介護側の立場から

古賀美香さん古賀美香さん
パーソナリティー

放送内容

3月放送

年を重ねて思うこと年を重ねて思うこと

廣田智香さん廣田智香さん

パーソナリティー

放送内容

小川三重子さん小川三重子さん
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令
和
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
八
女
市
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
全
国
の

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
、
分
析
し
、
課
題
の
改
善
や
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
分
析
結
果
を
も
と
に
成
果
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、
指
導
方
法
の
見
直
し
や
授
業
改
善
等

の
取
組
を
行
い
ま
す
。
今
後
と
も
各
方
面
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

八女市の結果をお知らせします ●問い合わせ＝
　学校教育課（☎ 23・1954）

◦
調
査
の
対
象
＝
小
学
校
６
年
生
・
義

務
教
育
学
校
６
年
生
（
以
下
小
学
生
）、

中
学
校
３
年
生
・
義
務
教
育
学
校
９
年

生
（
以
下
中
学
生
）

◦
調
査
内
容
（
教
科
）
＝
国
語
、
算
数
・

数
学
（
調
査
す
る
学
年
の
前
学
年
ま
で

の
内
容
を
出
題
。
知
識
・
技
能
、
そ
れ

を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
活
用
す
る
力
等

を
一
体
的
に
問
う
形
式
で
出
題
。
出
題
形

式
に
つ
い
て
は
、
記
述
式
の
問
題
を
一
定

割
合
で
導
入
）

◦
質
問
紙
＝
児
童
生
徒
の
生
活
や
学
習

状
況
の
様
子
（
調
査
す
る
学
年
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
し
た
、
学
習
意
欲
、
学

習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面

等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
。
調
査
に
よ
っ

て
測
定
で
き
る
の
は
、
学
力
の
一
部
で
あ

る
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
）

　

小
学
生
の
国
語
・
算
数
の
結
果
は
下

段
右
表
の
通
り
で
す
。

　

国
語
に
つ
い
て
は
、
全
国
、
福
岡
県
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
算
数
に
つ
い
て
は
、

全
国
を
上
回
り
、
福
岡
県
と
同
等
で
す
。

　

八
女
市
の
平
均
と
し
て
は
、
過
去
10

年
間
（
令
和
２
年
度
は
未
実
施
）、
全
国

の
平
均
と
比
べ
て
同
等
か
上
回
っ
て
お

り
、
安
定
し
た
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

▽
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題

・
国
語
＝
言
語
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す

る
問
題
、
書
く
こ
と
に
関
す
る
問
題

・
算
数
＝
測
定
に
関
す
る
問
題
、
数
と
計

算
に
関
す
る
問
題

▽
改
善
が
必
要
な
問
題

・
国
語
＝
読
む
こ
と
に
関
す
る
問
題

・
算
数
＝
図
形
に
関
す
る
問
題

　

中
学
生
の
国
語
、
数
学
の
結
果
は
左

表
の
通
り
で
す
。

　

国
語
は
、
全
国
と
同
等
で
、
福
岡
県

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
の
概
要

小
学
生
（
15
校
）

中
学
生
（
10
校
）

を
下
回
り
ま
し
た
。
数
学
は
、
全
国
、

福
岡
県
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
に
お
い
て
学
力
調
査
結
果
を

分
析
・
考
察
し
、
授
業
を
改
善
し
た
り
、

補
充
学
習
や
個
に
応
じ
た
取
組
な
ど
を

行
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

▽
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題

・
国
語
＝
書
く
こ
と
に
関
す
る
問
題

・
数
学
＝
資
料
の
活
用
に
関
す
る
問
題

▽
改
善
が
必
要
な
問
題

・
国
語
＝
読
む
こ
と
に
関
す
る
問
題

・
数
学
＝
図
形
に
関
す
る
問
題
、
関
数
に

関
す
る
問
題

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣

や
学
習
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
小
学
校
・
中
学

校
と
も
に
69
項
目
）。
質
問
紙
調
査
の
た

め
、「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
当
て
は
ま
る
」
を
肯
定
的
な
回
答
と

し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
学
力
は
学
校
の
授
業
だ
け

で
な
く
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
結
果
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
表
参
照
）。

◦
学
校
生
活
の
様
子　

・
多
く
の
子
ど
も
が
、「
い
じ
め
は
い
け
な

い
」
と
高
い
規
範
意
識
を
持
ち
、
学
校

生
活
を
楽
し
く
送
っ
て
い
ま
す
。

・
学
級
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
話

令
和
3
年
度
児
童
生
徒
質
問
紙（
生
活
や

学
習
状
況
の
様
子
）の
結
果

八
女
市

福
岡
県

福
岡
県

全　

国

103.3103.3
101.1

100

算数国語

95

90

100

105

110

※グラフは、全国平均を 100とした値を表しています

八
女
市

福
岡
県

福
岡
県

全　

国

100.9 100.9 100

八
女
市

福
岡
県

福
岡
県

全　

国

101.1
100

数学国語

95

90

100

105

110

※グラフは、全国平均を 100とした値を表しています

八
女
市

福
岡
県

福
岡
県

全　

国
96.7

102.2
100100
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令和3年度 全国学力・学習状況調査
し
合
い
を
も
ち
、
解
決
方
法
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
学
級
で
の
集
団
生
活

を
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

◦
学
習
へ
の
取
組
の
様
子

・
国
語
や
算
数
・
数
学
で
学
習
し
た
こ
と

は
、
将
来
、
社
会
に
出
た
と
き
に
役
に

立
つ
と
い
う
思
い
を
も
ち
、
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

・
普
段
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）
の
１
日

当
た
り
の
家
庭
学
習
時
間
に
つ
い
て
は
、

小
学
生
で
１
時
間
以
上
、
中
学
生
で
２

時
間
以
上
取
り
組
む
子
ど
も
の
割
合
が
、

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
学
校
か

ら
の
課
題
（
宿
題
）
の
ほ
か
、
自
主
的
な

学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

◦
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の

関
わ
り

・
６
～
７
％
の
子
ど
も
は
、
き
ち
ん
と
朝

食
を
と
れ
て
い
ま
せ
ん
。
学
習
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
家
の
人

と
約
束
し
た
こ
と
を
守
っ
て
い
る
子
ど
も

は
65
％
ほ
ど
で
す
。
約
束
を
守
っ
て
使
う

こ
と
の
再
確
認
が
必
要
で
す
。

◦
今
後
の
対
策

【
学
校
で
の
取
組
】

・
各
学
校
で
の
課
題
に
応
じ
て
、
子
ど
も

自
ら
が
主
体
的
、
対
話
的
に
課
題
解
決

に
取
り
組
む
授
業
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
達
成
感
や
満
足

感
を
も
ち
、
自
信
を
も
っ
て
活
動
で
き
る

学
級
経
営
に
努
め
ま
す
。

・
個
に
応
じ
て
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
が

で
き
る
よ
う
、さ
ら
に
指
導
方
法
の
工
夫・

改
善
に
努
め
ま
す
。

・
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
に
向
け
て
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
（
義

務
教
育
９
年
間
）
の
目
指
す
子
ど
も
像

を
設
定
し
、
小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育

の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
向
け
、
子
ど
も
一
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
学
習
を
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。

・
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学
力
向
上
や
生

活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
の
取
組
】　

・
学
力
調
査
結
果
を
分
析
、
考
察
し
た
上

で
学
力
向
上
策
を
示
し
、
学
校
経
営
、
学

習
指
導
等
へ
の
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
八
女
市
独
自
の
少
人
数
指
導
教
員
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
、
図
書
司
書
等
の

効
果
的
な
配
置
と
活
用
の
継
続
・
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
を

さ
ら
に
充
実
し
、
授
業
改
善
や
生
徒
指
導

等
を
重
視
し
た
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び
教
師

の
指
導
力
向
上
の
た
め
「
教
育
研
究
所
」

の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
八
女
市
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機

能
化
を
図
り
、
学
習
、
進
路
、
不
登
校
、

い
じ
め
、
し
つ
け
等
、
教
育
活
動
の
相
談

窓
口
と
な
る「
八
女
市
教
育
相
談
室
」「
適

応
指
導
教
室
」
の
運
営
を
更
に
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
、
教
育

活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
行
い
ま

す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運

営
協
議
会
）
お
よ
び
地
域
学
校
協
働
活

動
の
充
実
を
図
り
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

◦
ご
家
庭
へ
の
お
願
い

　

ご
家
庭
で
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
（
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
な
ど
）
や
学

習
習
慣
（
家
庭
学
習
な
ど
）
を
身
に
付

け
さ
せ
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
温
か
い
見
守
り
を
続
け
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
学
力
は
確
実
に
伸
び
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の
使
用
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
の
時
間
が
、
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
時
に

は
問
題
行
動
や
事
件
に
つ
な
が
る
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

お
子
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
を
し
て
い
た

だ
き
、
約
束
を
守
っ
て
適
正
に
使
用
で
き

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

質問項目 学校種別 八女市 全国

朝食を毎日食べていますか
小学校 94.2 94.9
中学校 93.7 92.8

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか
小学校 80.9 81.2
中学校 77.5 79.8

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの
使い方について、家の人と約束したことを
守っていますか

小学校 66.2 70.1
中学校 63.8 67.9

いじめは、どんな理由があってもいけない
ことだと思いますか

小学校 96.5 96.8
中学校 97.2 95.9

学校に行くのは楽しいと思いますか
小学校 84.4 83.4
中学校 80.2 81.1

普段（月曜日から金曜日）の１日当たりの
家庭学習時間（小：１時間以上、中：２時
間以上）

小学校 58.9 62.5
中学校 34.9 41.8

国語の学習の内容はよく分かりますか
小学校 85.3 84.2
中学校 77.7 80.1

国語で学習したことは、将来、社会に出
たときに役に立つと思いますか

小学校 95.0 91.8
中学校 91.6 88.7

算数・数学の学習の内容はよく分かります
か

小学校 86.3 84.6
中学校 66.3 74.6

算数・数学で学習したことは、将来、社
会に出たときに役に立つと思いますか

小学校 93.6 92.6
中学校 79.0 74.6

学級生活をよりよくするために学級活動で
話し合い、互いの意見のよさを生かして解
決方法を決めていますか

小学校 75.4 73.4
中学校 74.9 73.9

※全体を100とした割合（％）を示しています。
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⑩
「
み
み
が
く 

れ
き
し
さ
ん
ぽ
」

※
題
字
、
挿
絵
は
野
中
さ
ん

　

時
は
元
禄
15（
１
７
０
２
）年
。

太
平
の
世
、
町
人
文
化
が
花
開

き
、
は
な
や
か
で
享き
ょ
う
ら
く
て
き

楽
的
な
時

代
の
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
主
君

の
無
念
の
死
に
対
し
、
家
臣
の

四
十
七
人
の
義
士
が
宿
敵
吉き

ら良

上こ
う
づ
け
の
す
け

野
介
屋
敷
に
深
夜
討
ち
入

り
、
吉
良
の
首
を
取
り
、
主
君

の
無
念
を
晴
ら
し
た
。

　

そ
の
出
来
事
は
歌
舞
伎
や
浪

花
節
（
浪
曲
）、
講
談
を
通
し
て

脚
色
さ
れ
、
全
国
津
々
浦
々
に

伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
日
本
人
に

は
、
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
や
源み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

義
経
な
ど

不
遇
の
英
雄
に
同
情
し
、
ひ
い

き
し
そ
の
悲
運
に
涙
す
る
判ほ
う
が
ん官

贔び
い
き屓
と
呼
ば
れ
る
国
民
性
と
い

う
も
の
が
育
ま
れ
て
い
た
。

　

正
月
映
画
と
い
え
ば
、
私
た

ち
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
と
っ

て
は「
忠
臣
蔵
」が
定
番
で
あ
り
、

東
映
な
ど
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
の
超

一
流
の
俳
優
陣
が
赤あ
こ
う
ろ
う
し

穂
浪
士
を

演
じ
た
。
内
容
、
結
末
も
分
か
っ

て
い
る
の
に
映
画
館
に
足
を
運

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

大
学
時
代
、
京
都
の
東
映
撮

影
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
と
き
、
片
岡
千
恵
蔵
を
主
演

と
す
る
撮
影
現
場
に
居
合
わ
せ

た
こ
と
が
あ
る
。
月
形
龍
之
介
・

大
川
恵
子
・
千
原
し
の
ぶ
・
東

千
代
之
介
な
ど
の
顔
が
あ
り
、

北
大
路
欣
也
は
高
校
生
だ
っ
た

と
思
う
。
討
ち
入
り
は
12
月
14

日
の
小
氷
河
期
の
大
雪
の
日
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

二
十
数
年
前
、
兵
庫
県
赤
穂

市
の
花か
が
く
じ

岳
寺
を
訪
ね
た
。
そ
こ

に
は
父
の
従
姉
妹
と
そ
の
娘
K

子
が
住
ん
で
い
て
、
赤
穂
城
主
浅

野
家
一
門
の
菩ぼ
だ
い
じ

提
寺
で
あ
る
花

岳
寺
住
職
に
K
子
は
嫁
い
で
い

た
。
訪
ね
た
の
が
12
月
14
日
で
、

寺
の
御
堂
で
は
浅あ
さ
の
た
く
み
の
か
み

野
内
匠
頭
と

四
十
七
士
の
法
要
が
行
わ
れ
て

お
り
、
叔
母
の
勧
め
で
法
要
に

参
列
し
た
。
境
内
に
は
浪
士
討

ち
入
り
時
の
火か
じ
ば
お
り

事
羽
織
装
束
の

義
士
が
勢
揃
い
し
、
法
要
終
了

後
、
忠
臣
蔵
の
シ
ー
ン
さ
な
が

ら
に
門
を
出
て
花
岳
寺
通
り
を

粛
々
と
行
進
す
る
と
い
う
町
あ

げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
義
士
祭
」

が
行
わ
れ
た
。

使
命
を
帯
び
て
全
国
行
脚

　

さ
て
、
元
禄
15
（
１
７
０
２
）

年
、
主
君
の
無
念
を
晴
ら
す
べ

く
宿
敵
吉
良
上
野
介
の
屋
敷
に

討
ち
入
り
仇
討
の
本ほ
ん
か
い懐
を
果
た

し
た
四
十
七
士
。
そ
の
後
、
赤

穂
浪
士
は
幕
府
の
さ
ば
き
で
切

腹
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
最

高
齢
の
吉よ
し
だ
ち
ゅ
う
ざ
え
も
ん

田
忠
左
衛
門
の
足
軽

だ
っ
た
寺
坂
吉
右
衛
門
は
、
討

ち
入
り
の
同
志
と
最
後
ま
で
命

運
を
共
に
し
た
い
思
い
を
述
べ
る

も
、
首
領
の
大お
お
い
し
く
ら
の
す
け

石
内
蔵
助
よ
り

許
さ
れ
ず
、
同
志
の
死
後
討
ち

入
り
の
状
況
や
遺
言
な
ど
を
遺

族
・
親
族
に
伝
え
る
重
大
な
使

命
を
与
え
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
主
家
か
ら
預
か
っ
て
い

る
入
用
資
金
の
使
途
報
告
と
残

金
を
返
上
す
る
た
め
に
、
主
君

の
奥
方
を
訪
ね
、
そ
の
後
、
同

志
の
遺
族
・
親
族
を
訪
ね
た
。

　

各
地
を
巡
り
、
最
後
に
巡
礼

の
姿
に
て
九
州
に
向
か
い
、
自

ら
が
仕
え
て
い
た
義
士
、
吉
田

忠
左
衛
門
の
伯
母
に
あ
た
る
人

が
久
留
米
藩
内
に
住
ん
で
い
た

た
め
、
報
告
に
回
っ
て
き
た
の
で

あ
っ
た
。
使
命
を
す
べ
て
果
た
し

た
吉
右
衛
門
は
、
豊
福
の
一い
ち
ね
ん
じ

念
寺

の
末
寺
と
な
る
忠
見
村
立
山
の

廃
寺
に
入
り
、
亡
き
主
君
と
一

入
り
の
同
志
で
あ
る
義
士
一
統
の

供
養
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
余

生
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
旱か
ん
ば
つ魃

・

大
風
・
洪
水
の
う
ち
続
く
享
保

14
（
１
７
２
９
）
年
９
月
26
日
、

享
年
66
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

彼
の
庵あ
ん
で
ら寺
が
一
念
寺
の
末
寺

で
あ
っ
た
た
め
、
墓
は
寺
の
背
面

の
山
の
中
腹
に
あ
り
、
義
士
祭

で
は
、
地
域
を
挙あ

げ
て
そ
の
法
要

が
営
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
義
士

が
討
ち
入
り
後
、
亡
き
殿
の
墓

前
（
東
京
）
に
本
懐
を
遂
げ
た

こ
と
を
報
告
し
た
折
、
泉せ
ん
が
く
じ

岳
寺

（
東
京
）
よ
り
粥
膳
を
ふ
る
ま
わ

れ
た
故
事
に
倣な
ら

っ
て
参さ
ん
け
い
し
ゃ

詣
者
に

粥
を
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。

　

一
念
寺
に
は
、
吉
右
衛
門
が

討
ち
入
り
時
に
使
っ
た
と
い
う

槍
と
鉈な
た

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
戦
前
は
、
忠
君
愛
国
の
心

を
育
む
な
ど
の
戦
時
教
育
を
兼

ね
八
女
中
学
（
現
八
女
高
等
学

校
）
生
徒
全
員
、
真
夜
中
に
行

わ
れ
る
義
士
祭
に
往
復
20
㎞
の

距
離
を
深
夜
行
軍
し
て
参
列
す

る
な
ど
、
筑
後
一
円
か
ら
の
参
詣

者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

余
談
に
な
る
が
、
山
鹿
市
の

日に
ち
り
ん
じ

輪
寺
に
は
赤
穂
義
士
の
遺
髪

が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
討

ち
入
り
後
、
義
士
が
細
川
藩
に

留
め
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

忠ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
と
義ぎ

し士  

寺て
ら
さ
か
き
ち
え
も
ん

坂
吉
右
衛
門
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八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び
県

内
市
町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
税
の
徴
収
率
の
向

上
と
滞
納
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
12
月

を
「
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」（
取

組
期
間
11
～
12
月
）
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
県
下
一
斉
に
広
報
に
よ
る
納
税

推
進
、滞
納
者
に
対
す
る
催
告
の
強
化
、

差
押
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等
の
滞

納
処
分
の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
徴
収

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

納
め
忘
れ
の
税
金
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等
滞

納
処
分
の
強
化
▽
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
予
定

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、失
業
、

本
人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特
殊
な
事
情

が
生
じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
納

付
な
ど
の
方
法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
収

入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭
的
問

題
で
納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
「
Ｆ

Ｐ
」）
に
よ
る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見
直
し
、

安
定
し
た
生
活
お
よ
び
計
画
的
な
納
付

に
結
び
つ
け
る
方
向
性
を
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
税
金

の
種
類
に
応
じ
て
、
八
女
市
税
務
課
納

税
推
進
係
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
収
納

窓
口
と
な
り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
税
務
課 

納
税
推
進

係
（
☎
２
３
・
２
６
６
６
）
▽
福
岡
県

筑
後
県
税
事
務
所
（
☎
０
９
４
２・５
２・

５
１
３
１
）

【
参
考
】
令
和
２
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が
改

善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
事
例

▽
家
族
全
員
の
収
支
を
見
直
し
、
無
駄

な
支
出
を
抑
え
、
借
金
の
返
済
や
納
税

に
つ
な
が
っ
た
。
▽
年
金
受
給
資
格
を

確
認
し
、
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎
月

の
返
済
額
が
下
が
っ
た
分
で
納
税
に
つ

な
が
っ
た
。

◦
相
談
件
数
＝
85
件

◦
Ｆ
Ｐ
相
談
に
よ
る
納
付
額
＝
８
０
０

１
万
８
７
２
６
円

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
Ｐ
滞
納
!! 

県
下一斉
徴
収
強
化
月
間

12
月
は～

わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か「
納
税
」を
～

～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か「
納
税
」を
～

環境課の
ゲンバから　
　
　

９
月
下
旬
、
犬
や
猫
に
飼
い
主

　

の
情
報
を
記
録
し
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
の
装
着
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
伴
い
、

国
か
ら
日
本
獣
医
師
会
に
、
飼
い
主
が

納
め
る
登
録
手
数
料
の
金
額
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
登
録
す
る
場
合
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
な
ら
３
０
０
円
、
紙
に
よ
る

申
請
だ
と
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

チ
ッ
プ
の
装
着
義
務
化
は
、
改
正
動

物
愛
護
法
が
施
行
さ
れ
る
２
０
２
２
年

６
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
義
務
化
さ

れ
る
の
は
、
犬
や
猫
の
販
売
店
に
対
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
現
在
の
飼
い
犬

飼
い
猫
に
対
す
る
飼
い
主
の
責
務
は
努

力
義
務
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
犬
や
猫
は
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
。
首

輪
に
連
絡
先
を
付
け
て
い
て
も
、
首
輪

が
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

チ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
保
護
さ
れ
た
場

合
に
も
す
ぐ
に
飼
い
主
さ
ん
に
連
絡
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
獣
医
師
に
相

談
の
う
え
、
ぜ
ひ
装
着
を
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
・飼
い
猫
へ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
が
努
力
義
務
化

差
押
を
受
け
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

911

令和4 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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マ
マ
・
マ
マ
と
呼
ん
で
斃た
お

れ
し
熱
車
の
児

吉
泉   

守
峰

や
は
や
は
と
穂
を
出
す
芒

す
す
き

紅
の
色

寺
田   

睦
子

勾ま
が
た
ま玉
の
瓜
一
つ
あ
り
蔓
た
ぐ
る野

﨑
万
智
子

ナ
ポ
リ
タ
ン
夏
休
み
の
子
の
十お

は

こ
八
番
飯

松
尾
満
留
美

望
の
夜
や
揺
る
る
周
期
の
心
電
図

栗
山   

豊
秋

黄
金
田
を
ゆ
っ
く
り
走
る
福
祉
バ
ス

松
尾
ア
サ
子

被
爆
地
の
芒
哀
し
や
舞
扇

東
野   

蓉
子

く
す
の
実
俳
句
会

消費生活
そうだん

　
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
・カ
ギ
の
交
換
・

エ
ア
コ
ン
の
修
理
な
ど
、住
ま
い
の
ト

ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
と
い
う
施
工
業
者

と
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま

す
。

【
事
例
１
】ベ
ラ
ン
ダ
の
カ
ギ
が
開
か
な

く
な
り
交
換
を
業
者
に
依
頼
し
た
。依

頼
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
重

カ
ギ
を
設
置
さ
れ
、総
額
70
万
円
を
請

求
さ
れ
た
。

【
事
例
２
】ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
の
で

ネ
ッ
ト
で
修
理
業
者
を
探
す
と
「
基
本

料
金
千
円
」と
書
か
れ
た
広
告
を
見
つ

け
、自
宅
に
来
て
も
ら
っ
た
。「
こ
れ
は

大
変
な
作
業
に
な
る
」と
言
わ
れ
、作
業

終
了
後
に
26
万
円
支
払
う
よ
う
求
め

ら
れ
た
。現
金
を
持
っ
て
い
な
い
と
い

う
と
、銀
行
に
行
っ
て
お
金
を
お
ろ
し

て
き
て
と
言
わ
れ
、仕
方
な
く
支
払
っ

た
。

【
解
説
】住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
修
理

業
者
が
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
と

助
か
り
ま
す
。し
か
し
依
頼
し
て
い
な

い
作
業
を
行
わ
れ
た
り
、想
定
し
て
い

な
い
金
額
を
請
求
さ
れ
た
り
と
い
う
事

例
も
起
き
て
い
ま
す
。

【
問
題
点
】ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
困
っ
て

い
て
、解
決
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
高
額

な
請
求
を
断
れ
な
い
と
い
う
弱
み
に
付

け
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、広
告

な
ど
に
低
価
格
で
修
理
で
き
る
と
消
費

者
を
勘
違
い
さ
せ
る
よ
う
な
記
載
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
解
決
方
法
】消
費
者
が
事
業
者
に
自

宅
に
来
る
よ
う
要
請
し
た
場
合
は
、店

舗
で
契
約
し
た
場
合
と
同
じ
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、事
例
の
よ

う
に
消
費
者
が
作
業
内
容
や
金
額
に

つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、選
択

の
余
地
が
な
か
っ
た
な
ど
不
意
打
ち
的

な
勧
誘
や
請
求
が
あ
っ
た
場
合
「
訪
問

販
売
」の
適
用
を
受
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。　
訪
問
販
売
に
あ
た
る
場
合
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
項
を
記
載
し
た

契
約
書
面
を
交
付
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
主
張
な
ど
消
費
者
保
護
の
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。事
例
の
よ

う
に
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
で
も
、返

金
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
れ
ば
返
金
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
く

な
り
ま
す
。一
度
支
払
っ
た
お
金
を
取

り
戻
す
の
は
困
難
が
伴
い
ま
す
。予
期

せ
ぬ
請
求
を
受
け
た
場
合
は
、支
払
う

前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
３・１
１
８
３
）※
平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分
　
電
話
お
よ
び
来
所
に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。来
所
に
よ
る
相
談

は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。感
染
症
対

策
と
し
て
、手
指
消
毒
・
検
温
・マ
ス
ク
の
着

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

82

住
ま
い
の
修
理
で
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
は

虫
の
音
を
聴
き
つ
つ
お
湯
に
ひ
た
り
を
り

「
マ
ナ
コ
ツ
ム
ル
ナ
」
す
ず
虫
の
声  

石
川 

照
明

あ
ま
す
な
く
王
者
の
風
格
た
だ
よ
は
せ

魚
を
狙
ふ
畦あ

ぜ
の
五ご
い
さ
ぎ

位
鷺
　
　   

　 

立
野  

比
文

「
ま
づ
は
爪
」
山さ
ん
き
ら

帰
来
饅ま
ん
じ
ゅ
う
頭
つ
く
る
ま
へ

母
は
言
い
た
り
号
令
の
ご
と        

古
賀  

燿
子

い
つ
の
日
か
ま
た
師
の
元
に
集
ひ
ゆ
か
む

わ
れ
ら
は
永
遠
に
不
肖
の
教
へ
子  

　
鹿
田 

惠

子
育
て
に
仕
事
に
家
事
に
忙
し
く

今
日
も
い
る
だ
ろ
電
話
は
よ
そ
う

月
足
い
つ
子

八
女
磐
井
短
歌
会

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報R3.11.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

図書館だより

図書館の休館日
11月 ✿11月の館内整理日は26日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
2㈫、3㈷、9㈫、16㈫、23㈷、26㈮、30㈫

※新型コロナウイルス感染症対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
1㈪、3㈷、8㈪、15㈪、22㈪、23㈷、26㈮、29㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、26㈮、29㈪

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
13

時
～
16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

　

古
本
市
で
は
み
な
さ
ん

の
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
本
を
集
め
て
販
売
し
ま

す
。
収
益
金
は
八
女
市
立

図
書
館
の
読
書
啓
発
事
業

に
役
立
て
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
な
び
っ

と
八
媛
（
図
書
館
本
館
内
☎

２
２・２
５
０
４
）

　

図
書
館
に
毎
週
50
冊
程
の

新
着
図
書
が
入
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
金
曜
日
（
月

末
の
み
土
曜
日
）
に
、
本
館

の
新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
新
し

く
入
っ
た
図
書
が
並
び
ま
す
。

　

新
着
図
書
は
八
女
市
立
図

書
館
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
八

女
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
受
信
設
定

で
文
化・芸
術
を
チ
ェ
ッ
ク
！
）

で
配
信
し
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
・

電
話
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。

幼児～小学生の皆さん対象です♪
★本館＝6日、13日、20日、27日
　※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
　（27日のみ10時30分～も実施）
★黒木分館＝6日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

♥11月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪
♥本館＝7日㈰、20日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝27日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★11月のおはなし会★

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120
分館の開館時間＝9時～17時30分

「絶景写真でまちがい探し」
篠原菊紀／監修　JTBパブリッシング
　美しい景色の画像を使ったま
ちがい探しは、脳トレ＆癒やしと
してもお勧めです。

新 介紹刊
「
第
16
回 

古
本
市
」

金
曜
日
は
新
刊
の
日

ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で活躍する皆さんを紹介します152

イラスト雑誌「季
刊エス」にて注目
賞を受賞。
「中国の文化や
風習が好きで、
空いた時間に知
識を深めていま
す」
◦Twitterアカウ
ントはこちら↓
@mochidameri

※
Ｃ
Ｇ
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す

る
持
田
さ
ん
。
繊
細
な
色
や
幅
広
い
知

識
で
見
る
人
の
想
像
力
を
か
き
立
て
、

作
品
の
世
界
へ
誘い
ざ
ない
ま
す
。

「
昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
や
本
を
読

む
こ
と
が
大
好
き
で
、特
に
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
を
題
材
に
し
た
作
品
や
イ
ラ
ス

ト
を
集
め
る
こ
と
に
熱
中
し
ま
し
た
。

会
社
に
勤
め
な
が
ら
趣
味
で
絵
を
描

き
続
け
て
い
ま
し
た
が
、２
０
１
９
年

に
憧
れ
て
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
使
う
ア
イ
コ

ン
や
告
知
用
イ
ラ
ス
ト
、オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
Ｃ
Ｇ
を
用
い
て
描
い

て
い
ま
す
。大
き
さ
に
よ
り
ま
す
が
、

5
時
間
程
で
で
き
る
小
さ
な
イ
ラ
ス

ト
か
ら
、1
か
月
以
上
か
か
る
も
の
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。見
た
情
景
や
そ
の

瞬
間
の
感
情
な
ど
経
験
か
ら
作
品
の

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、時
間
を
か
け
て

細
か
い
世
界
観
を
作
り
込
み
ま
す
。

　
絵
を
描
く
中
で
、
光
や
空
気
感
、

見
た
人
の
心
に
響
く
よ
う
な
色
使
い

を
心
が
け
て
い
ま
す
。色
彩
か
ら
想
像

力
を
か
き
立
て
、物
語
性
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
喜
び
で
す
。伝
説

や
伝
承
、伝
統
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
好

き
な
の
で
、こ
っ
そ
り
絵
の
中
に
入
れ

て
世
界
観
を
作
る
の
も
こ
だ
わ
り
で

す
。
完
成
ま
で
何
度
も
描
き
直
す
た

め
大
変
で
す
が
、描
き
上
げ
た
時
に
、

脳
内
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
が
可
視

化
さ
れ
る
こ
と
が
楽
し
く
、続
け
ら
れ

る
理
由
で
す
。

　
夢
は
、
書
籍
の
表
紙
や
児
童
書
の

挿
絵
を
描
く
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に

も
い
ろ
ん
な
作
品
に
触
れ
て
知
識
を

広
げ
、
描
く
技
法
な
ど
の
研
究
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。見
た
人
を
世
界
に
引

き
込
む
よ
う
な
作
品
を
こ
れ
か
ら
も

描
き
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー    
持
田 

め
り 

さ
ん

色
彩
か
ら
作
品
の
世
界
へ
引
き
込
む

Y

持田さんに特別に描き下ろしていただきました。

【装飾の国】
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市
で
は
こ
れ
ま
で
、
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
に
沿
っ
て
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
２
年

に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
以

下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
）
結
果
か
ら
は
、

男
女
の
地
位
の
不
平
等
感
な
ど
依

然
と
し
て
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス（
※
）が
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
を
助
長
し
た
り
、
個
性

や
能
力
の
発
揮
を
で
き
な
く
し
た

り
す
る
と
い
っ
た
影
響
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
強
く
残
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
へ
の
気
づ
き
や

理
解
を
通
し
て
そ
の
影
響
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
は
、
魅
力
的
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
も
克
服
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。
同
時
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
針
決
定
の
場
に
女
性
の

参
画
を
進
め
、
地
域
づ
く
り
に
女

性
の
声
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

第
５
次
八
女
市
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
（
以
下
、
第
５
次
計
画
）

は
、
こ
う
し
た
八
女
市
の
現
状
と

課
題
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
「
八
女
市
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ

く
も
の
で
、
第
５
次
計
画
で
は
、
基

本
目
標
Ⅱ
「
男
女
が
共
に
参
画
す

る
労
働
環
境
づ
く
り
」
を
「
八
女

市
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
し
て
、

基
本
目
標
Ⅳ
の
主
要
課
題
３
「
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
根
絶
」
を

「
第
３
次
八
女
市
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
計

画
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

　

計
画
の
期
間
は
、
令
和
３
～
７

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
が
、
社

会
情
勢
の
変
化
等
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

個
性
が
輝
く
、
男
女
が
共
に
参
画

す
る
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
対
等
な
構
成
員
と
し
て

喜
び
も
責
任
も
共
に
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
誰
も
が
生

き
生
き
と
輝
く
男
女
共
同
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

職
場
で
は
…
男
女
が
共
に
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
が
進
み
、
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
が
進
む
と
、
女
性
が
積
極
的

に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
は
…
家
族
み
ん
な
が
お

互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協
力
し
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
ず
な
が
強
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
が
可
能
に
な
り
、
精
神
的
・

時
間
的
な
ゆ
と
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
は
…
男
女
が
と
も
に
地

域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
心

豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
世
代
や
性
別
を
超
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
地
域
に
反

映
さ
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
の
た
め
に
は
「
学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
場
で
、
男

女
平
等
に
つ
い
て
の
学
習
を
充
実
す

る
」
が
高
位
に
あ
り
、
教
育
の
重

要
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
、
意
識
づ

く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、
広
報

活
動
や
講
座
の
開
催
な
ど
の
啓
発

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
国
際
的
協
調
に
伴
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
考
え
方
に
対
す
る
理
解
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

男
女
が
共
に
参
画
す
る
労
働
環
境

づ
く
り
（
八
女
市
女
性
活
躍
推
進

計
画
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
理
想

の
生
活
」と
し
て
、
約
半
数
の
人
が

「
家
庭
生
活
ま
た
は
地
域
活
動
と
仕

事
と
の
両
立
」を
望
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
生
活
を「
実
際
の
生
活
」

に
お
い
て
実
現
で
き
て
い
る
人
は
２

割
に
届
い
て
お
ら
ず
、
仕
事
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
う
か

が
え
ま
す
。
ま
た
、「
職
場
の
習
慣
を

計
画
策
定
の
目
的

計
画
の
位
置
付
け
と

計
画
期
間

計
画
の
基
本
理
念

基
本
目
標
Ⅰ

基
本
目
標
Ⅱ

第
５
次
八
女
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
始
動

「
個
性
が
輝
く
、男
女
が
共
に
参
画
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

（
※
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
＝
誰
も
が

潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
思
い
込
み
の
こ
と
。
育

つ
環
境
、
属
す
る
環
境
の
中
で
無
意
識
の
う

ち
に
脳
に
刻
み
込
ま
れ
、
既
成
概
念
、
固
定

観
念
と
な
っ
て
い
き
ま
す
）

男
女
共
同
参
画
社
会
が

実
現
す
る
と
…

男女共同参画行動計画書
（ホームページから内容を読むこと
ができます。QR コード参照）
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■計画の体系

改
め
る
」「
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り

を
す
る
」と
い
う
意
見
も
多
く
、
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現
に
は
、
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

農
業
や
商
工
自
営
業
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て
は
、

意
思
決
定
機
関
へ
の
女
性
の
参
画

や
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

男
女
が
共
に
参
画
す
る
地
域
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
策
や

方
針
を
決
定
す
る
過
程
へ
の
女
性

の
参
画
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地
域
活
動
や

社
会
活
動
に
お
け
る
男
女
の
地
位

の
平
等
感
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
約

６
割
の
人
が「
男
性
の
方
が
優
位
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会

通
念
・
慣
習
・
し
き
た
り
な
ど
に
つ

い
て
は
、
約
８
割
の
人
が
「
男
性
の

方
が
優
位
」と
答
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
毎
年
の
よ
う
に
集

中
豪
雨
や
台
風
接
近
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
、
地
域
防
災
活
動
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
避
難
所
等
で
負
担
が
女
性
に

集
中
す
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
避
難
所
運
営
等
に
女
性

の
参
画
を
促
す
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

八
女
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が

連
携
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
協
働
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
八
女
市
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
市
の

責
務
の
ほ
か
に
市
民
の
役
割
を
定

め
、
共
に
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

男
女
が
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
へ
の
支
援

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が
到
来

す
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
早
い
時

期
か
ら
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
経
済
的
困
難
を
抱
え
た

人
、
外
国
人
、
性
的
少
数
者
そ
し

て
こ
れ
ら
の
課
題
を
複
合
し
て
い
る

人
な
ど
、
社
会
的
困
難
を
抱
え
た

人
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
女
性

の
約
３
割
が
、
過
去
に
配
偶
者
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
身
体
的
、
精
神

的
、
経
済
的
な
ど
何
ら
か
の
暴
力

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い

ま
す
。
市
で
は
専
門
の
女
性
相
談

員
を
配
置
し
、
Ｄ
Ｖ
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
人
権・同
和
政
策・

男
女
共
同
参
画
推
進
課
男
女
共
同

参
画
推
進
係
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

基本
理念 基本目標 主要課題 基本的施策

個
性
が
輝
く
、男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

Ⅰ
男女共同参
画の意識づ

くり

1. 教育の場における男女共同参画の推進 （1）学校教育における男女共同参画の推進
（2）教育に携わる者への啓発の推進

2. 男女共同参画に対する理解の促進 （1）男女共同参画に関する広報・啓発活動
（2）男女共同参画に関する学習の機会の提供

3. 男女共同参画に関する国際的協調 （1）ＳＤＧｓに関する理解の促進

Ⅱ
男女が共に
参画する労
働環境づく
り（八女市
女性活躍推

進計画）

1. ワーク・ライフ・バランスの推進
（1）仕事と子育ての両立支援の充実
（2）仕事と介護の両立支援の充実
（3）ワーク・ライフ・バランスに関する啓発の充実

2. 雇用の分野における女性活躍の推進 （1）女性が働きやすい労働環境の整備
（2）セクシュアル・ハラスメント等の防止

3. 農業における男女共同参画の推進 （1）男女のパートナーシップの確立
（2）女性農業者への支援

4. 商工自営業における男女共同参画の推進（1）就業環境の整備
（2）女性自営業者への支援

Ⅲ
男女が共に
参画する地
域づくり

1. 政策・方針決定への女性の参画の促進 （1）審議会・委員会等への女性の登用の促進
2. 地域活動における男女共同参画の推進 （1）地域活動への女性の参画の促進
3. 地域防災活動における男女共同参画の推進 （1）男女共同参画の視点に立った防災・復興の促進
4. 市民との協働による男女共同参画の推進（1）市民と行政の協働による事業の推進

Ⅳ
男女が自立
し、安心し
て暮らせる
生活への支

援

1. 生涯を通じた健康づくりの支援
（1）生涯を通じた健康づくりの支援
（2）妊娠・出産に関する健康づくりの支援
（3）スポーツを通じた健康づくりの支援

2. 社会的な困難を抱えた人への支援

（1）ひとり親家庭に対する支援
（2）高齢者・障がい者に対する支援
（3）経済的困難を抱えた人に対する支援
（4）外国人に対する支援
（5）性的少数者に対する支援

3. 配偶者等からの暴力の根絶
（第３次八女市ＤＶ対策基本計画）

（1）ＤＶに関する啓発の推進
（2）ＤＶに関する相談・支援体制の強化

行動計画を推進するための取り組み （1）庁内の推進体制の充実

基
本
目
標
Ⅲ

基
本
目
標
Ⅳ
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権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・１490）
なぜ人

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広

が
り
に
伴
い
、
感
染
し
た
人
や
医
療
従

事
者
等
へ
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
的
な
接

し
方
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。
未
知
の
感

染
症
に
対
す
る
恐
れ
に
加
え
、
外
出
自

粛
や
生
活
様
式
の
変
化
や
制
約
な
ど
に

よ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
等
の
高
ま
り
が
、

こ
う
し
た
差
別
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
む
な
か
、
接
種
を

巡
る
人
権
問
題
が
新
た
に
浮
上
し
て
き

ま
し
た
。
接
種
の
強
要
や
接
種
し
て
い

な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
、
嫌
が
ら
せ

行
為
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
差
別
な
ど
し
て
い
な
い
」
そ

う
思
っ
て
い
て
も
、時
と
し
て
、「
正
し
い
」

と
思
っ
た
言
動
が
誰
か
の
人
権
を
侵
害

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
み
ら
れ
る
差
別

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
た
め
の
言
動

が
過
剰
に
な
り
、
誰
か
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
任
意
で
あ
り
、
期
待
さ
れ
る
効
果
と

副
反
応
な
ど
の
リ
ス
ク
双
方
を
本
人
が

理
解
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
意
思
に
基

づ
き
接
種
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。
体

質
や
持
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

接
種
し
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

接
種
の
有
無
や
、
接
種
し
な
い
理
由

を
し
つ
こ
く
問
い
た
だ
す
な
ど
、
接
種

し
な
い
人
に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
選
択
が
尊
重
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

多
く
の
地
域
で
新
規
陽
性
者
数
が
過

去
最
多
と
な
っ
た
第
５
波
の
感
染
拡
大

も
減
少
に
転
じ
、
よ
う
や
く
少
し
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
現
在
で
す

が
、
い
ま
だ
に
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
去
っ
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
予
防
を

実
施
し
な
が
ら
３
密
を
避
け
る
な
ど
の

生
活
様
式
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
中

で
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
周
囲
に
ぶ
つ

け
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
、
一
人
一
人

が
自
身
の
言
動
を
、
時
折
立
ち
止
ま
っ

て
見
つ
め
直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

言
葉
一
つ
で
人
を
追
い
詰
め
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
支
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
お
互
い
の
事
情

を
思
い
や
り
、
配
慮
し
合
う
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
人
と

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
守
る
こ
と
も
、

大
切
な
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
つ
で
す
。

スマイルフェスタ八女２０２１
( オンライン開催 )

　インターネット上で実
施します。視聴は無料
ですが、事前申し込み
が必要です。
■内容＝①電動車椅子
サッカードキュメンタ
リー映画「蹴る」オン
ライン上映 ②監督ミニ
トーク ③市立学校児
童生徒の人権作文朗読
◦期間＝①映画上映 12 月４日㈯・５日㈰・11
日㈯・12 日㈰ 24 時間視聴可能  ②ミニトーク
12 月 5 日㈰ 14 時～  ③人権作文朗読 12 月 4
日㈯～ 12 日㈰ 24 時間視聴可能
◦申し込み方法＝八女市ホーム
ページから申し込みできます。

（QR コード参照）
◦申し込み締切＝ 11月22日㈪
◦オンラインでの視聴が困難な
人を対象に、会場視聴会を行います。

（要予約・先着 50 人）
▽日時＝ 12 月12 日㈰ 13 時 30 分～
▽会場＝おりなす八女
▽申し込み先＝人権啓発係（☎ 23・1490）

なぜ

■人権啓発パネル展
　市立学校児童生徒人権ポスターなど、人権
に関する作品・資料を展示します。
▽期間＝ 12 月 4 日㈯～ 12 日㈰（展示開催）
▽展示場所＝おりなす八女

　

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
ま
ん
延
が
長
期
化
す
る
中
、
病
気
と
し
て
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
人
権
、今
ま
で
と
こ
れ
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
人
権
問
題
を
振
り
返
る

悪
意
な
く
生
ま
れ
る
差
別
も
あ
る

不
安
を
差
別
に
つ
な
げ
な
い
た
め
に
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■「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
・

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
、性
暴
力
で
す
。

性
暴
力
被
害
に
悩
ん
で
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
相
談
窓
口
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
（
電
話
相
談
）

⃝

内
閣
府
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
☎
＃
（
シ
ャ
ー
プ
）

８
８
９
１

⃝

警
察
庁
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
＝
☎

＃
（
シ
ャ
ー
プ
）
８
１
０
３

⃝

や
め
女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
電
話

＝
女
性
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
相
談
（
☎

２
４・９
４
２
２
／
月
～
金
曜
日 

９
時
～
17

時
／
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

⃝

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
お

か
＝
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
人
が
安
心

し
て
い
つ
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
☎
０
９
２・７
６
２・０
７
９
９
／
24
時
間
・

年
中
無
休
）

⃝

福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
＝
☎

０
９
２・６
６
３・８
７
２
４
／
月
～
金
曜
日

17
時
～
24
時
／
土
日
祝
9
時
～
24
時
（
年

末
年
始
を
除
く
）

⃝

福
岡
県
あ
す
ば
る
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
＝

☎
０
９
２・
５
８
４・
１
２
６
６
／
月
～
金

曜
日
（
祝
日
、
８
月
13
日
～
15
日
、
年
末

年
始
を
除
く) 

９
時
～
17
時
／
金
曜
日
の
み

（
祝
日
を
除
く
）
18
時
～
20
時
30
分
も
受
付

⃝

福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話) 

＝
☎
２
３・７
５
２
０

／
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分 （
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談

⃝

内
閣
府
性
暴
力
に
関
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
＝「
Ｃｕｒｅ 

ｔ
ｉｍｅ（
キ
ュ
ア
タ
イ
ム
）」

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
政
策
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

11
月
12
日
～
11
月
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

「
あ
す
ば
る
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」

視
聴
会
場
を
設
置
し
ま
す

　
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
ば
る
の
開
館
25
周
年
記

念
事
業
が
「
も
っ
と
前
に 

も
っ
と

強
く 

も
っ
と
高
く
」を
テ
ー
マ
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
す
。市
内

に
視
聴
会
場
を
設
置
し
ま
す
の
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
13
時
～

⃝

会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館

⃝

基
調
講
演
＝
「
す
べ
て
の
人
が
輝

く
令
和
の
社
会
へ
～
も
っ
と
前
に 

も
っ
と
強
く 

も
っ
と
優
し
く
～
」

⃝

講
師
＝
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

長　

林
伴
子
さ
ん

⃝

前
日
祭
＝
11
月
26
日
㈮
に
「
あ
す

ば
る
開
館
25
周
年
記
念
オ
ン
ラ
イ

ン
大
交
流
会
～
こ
れ
ま
で
あ
り
が

と
う
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
～
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
方
法
＝

開
催
期
間
中
に
あ
す
ば
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、あ
す
ば
る
男
女
共
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
特
設
サ
イ
ト
を
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
政

策
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
☎

２
３
・
１
３
１
４
）

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す

▲令和3年度「女性に対する暴力を無くす運動」啓発ポスター画像
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まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ
※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

奥
八
女
の
南
朝
歴
史
資
産
を
後
世
に

　

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
命
日
と

な
る
10
月
８
日
、御
陵
墓
の
あ
る
矢
部

村
の
大
杣
公
園
に
て
「
大
杣
公
園
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

良
成
親
王
は
後
醍
醐
天
皇
の
孫
に

あ
た
り
、叔
父
の
懐
良
親
王
と
と
も
に

南
朝
再
興
の
た
め
に
九
州
各
地
で
戦

い
ま
し
た
が
、南
朝
の
再
興
か
な
わ

ず
、元
中
９
年
（
１
３
９
２
）矢
部
の

地
で
35
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、南
朝
に

ゆ
か
り
の
あ
る
奈
良
県
吉
野
町
長
を

は
じ
め
、関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

矢
部
村
の
大
自
然
の
中
、厳
粛
に
式

典
が
行
わ
れ
、地
元
保
存
会
に
よ
る
公

卿
唄
や
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
、親
王

を
し
の
び
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
「
い
わ
い
の
郷
」で
、「
全
国
南
朝
の

歴
史
資
産
等
所
在
市
町
村
活
性
化
協

議
会
」総
会
・
講
演
会
が
行
わ
れ
、会

員
の
14
市
町
村
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
皇
子
た
ち
の
南
北

朝
時
代
」と
題
し
て
、福
岡
大
学
名
誉

教
授
の
森
茂
暁
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、後
醍
醐
天
皇
と
皇
子
た
ち
の
歴

史
的
役
割
な
ど
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
、南
北
朝
時
代
に
南
朝
方

の
征
西
将
軍
懐
良
親
王
を
補
佐
し
た
五

條
頼
元
を
始
祖
と
す
る
五
條
家
の
歴
史

や
宝
物
を
伝
承
す
る
「
五
條
家
神
事
」
が

黒
木
町
大
淵
の
五
條
家
で
あ
り
ま
し
た
。

例
年
、
宝
物
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
関
係
者
の
み
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

25
代
当
主
五
條
元
滋
さ
ん
が
、
後
醍

醐
天
皇
か
ら
4
人
の
皇
子
に
下か

賜し

さ
れ

唯
一
現
存
す
る
「
金き
ん
う烏

の
御
旗
」（
国
指

定
重
要
文
化
財
）
な
ど
を
前
に
神
事
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

大
杣
公
園
祭

歴
史
資
産
を
守
り
つ
な
げ
る

五
條
家
「
御
旗
祭
り
」

　大杣公園際には、吉野町長も参加され、
平成31 年に吉野町から友好交流の証とし
て八女市に贈られた「シロヤマザクラ」の
成長に、目を細くしていました。

▲

感
染
予
防
グ
ッ
ズ
を
い
た
だ
き

ま
し
た

　

10
月
４
日
、八
女
食
品
衛
生
協
会
か

ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
時
の
安
全
安
心
に
役
立
て
て
も
ら
う

よ
う
に
と
、速
乾
性
手
指
消
毒
剤
や
泡

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
ウ

エ
ッ
ト
シ
ー
ト
、使
い
捨
て
手
袋
な
ど
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
女
食
品
衛
生
協
会
は
、「
８
月
の
大

雨
な
ど
、災
害
時
に
少
し
で
も
役
に
立

て
ば
」と
の
思
い
で
今
回
の
活
動
に
つ

な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
、三
田
村
市
長
は

「
コ
ロ
ナ
・災
害
を
含
め
、ひ
と
り
ひ
と
り

の
意
識
向
上
を
促
す
と
と
も
に
、い
た
だ

い
た
物
資
を
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

▲上から、「大杣公園祭（４人の巫女によ
る浦安の舞奉納）」、オンラインで開催され
た「全国南朝の歴史資産等所在市町村活
性化協議会総会・講演会」、五條家で執り
行われた「五條家神事」
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老
人
ク
ラ
ブ
で
健
康
教
室

　

土
橋
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会
で
は
、10

月
5
日
に
会
員
17
人
が
集
い
、健
康
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上

で
、健
康
体
操
と
介
護
予
防
の
講
話
を

聞
き
、楽
し
い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
機
会
が
あ

れ
ば
、ま
た
こ
の

よ
う
な
教
室
を

し
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
出
て
い

ま
し
た
。

空
手
で
全
国
大
会
に
出
場

　

岡
山
小
６
年
の
荒あ
ら
た
ひ
な
た

田
陽
向
君
（
真
総

合
空
手
道
圏け
ん
す
い
か
い

彗
會
所
属
）が
「
第
15
回

Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選

手
権
大
会
」に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

樋口　邦雄 酒井田
櫻木　進 山内
大隈　シカヨ 忠見
内藤　傳藏 黒木町北木屋
片桐　チサ子 黒木町田代
中村　正規 立花町上辺春
田中　ハルヱ 黒木町今
冨安　ミツ子 立花町北山
内藤　シヅヱ 黒木町木屋
久保　純代 山内

柳田　キクヱ 黒木町本分
伊藤　カズヱ 稲富
橋本　コノヱ 立花町白木
山本　政義 本村
中島　チヅル 黒木町田本
原　ミユキ 立花町下辺春
加藤　茂 黒木町本分
馬渡　タヅ子 柳島
秋吉　都 本町
大久保　マツヱ 黒木町木屋

栗原　一郎 矢部村矢部
⻆田　ミサコ 星野村
松﨑　スミヱ 本町
田島　クニヨ 鵜池
松島　勝 室岡
壇　ミサヲ 吉田
井上　ヒサヨ 柳島
末継　芳江 柳島

三 田 村 市
長から祝状
が手渡され
ました

い
つ
ま
で
も
お
達
者
で

市
で
は
令
和
3
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
34
人
に
敬
老
祝
金
と
祝
状
、

１
０
１
歳
以
上
の
60
人
に
敬
老
祝
金
、
88
歳
に
な
る
５
０
３
人
に
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
今
年
度
１
０
０
歳
に
な
る
在
宅
の
長
寿

者
４
人
を
三
田
村
市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、１
０
０
歳
に
な
る

人
に
は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯
、県
知
事
か
ら
の
祝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

令和 3 年度  市内の 100 歳を迎えられる皆さん（9 月 1 日現在・敬称略）

樋口 邦雄さん（酒井田） 中村 正規さん（立花町）

柳田 キクヱさん（黒木町） 栗原 一郎さん（矢部村）

行政区長を19年間務めていま
した。囲碁が得意です。

散歩が日課です。テレビを見る
ことが楽しみの一つです。

100年間一度も病院に通ったこ
とがなく、健康な体が自慢です。

歌を歌うことと韓流ドラマを見
ることが好きです。

※承諾を得ている人のみ
　掲載しています

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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★印の施設は、当日お子さんの面接があります。

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
提
出
書
類
を
受

付
期
間
内
に
第
１
希
望
の
施
設

の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に

継
続
し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
場
合
は
、
各
施
設
、
市
役

所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支

所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
★
印
の
あ
る
施
設

へ
初
め
て
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
、
お
子
さ
ん
の
面
接
も
行
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
施
設
を

訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
ま
た
は

各
施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
所
定
の
日
程
で

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
11

月
30
日
㈫
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象

は
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
提
出
し

た
人
に
な
り
ま
す
。
入
所
の
決
定

は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
①
申
請
書
類
等
一
式

②
認
印

※
詳
細
は
申
請
書
類
と
一
緒
に
渡

す
「
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝

▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係

(

☎
２
３・１
３
５
１)

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
令

和
4
年
4
月
2
日
時
点
で
満
3

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で
、
幼
稚
園

部
入
園
希
望
の
人
）に
つ
い
て
は
、

直
接
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

令
和
令
和
44
年
度
年
度  

幼
稚
園
・

幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 申込受付場所 受付日 受付時間 

公
立

 

保
育
所

福島保育所 ★ 23・0953
各施設

11 月 1 日㈪ 
11 月 2 日㈫
11 月 4 日㈭

9:00 ～ 18:30長峰保育所 ★ 22・4626
北山保育所 ★ 23・5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22・5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁 子育て支援課

◦新規・転園
市役所本庁 子育て支援課

11 月 1 日㈪ 
11 月 2 日㈫
11 月 4 日㈭
11 月 5 日㈮

各施設＝開所時間
市役所＝
　8:30 ～ 17:15

八幡保育園 22・4826
八女中央保育園 24・5254
上妻保育園 22・4426
川崎保育園 22・3213
忠見保育園 22・3060
岡山保育園 22・4726
洋光はうす保育園 24・8886
みつとも保育園 37・1336 立花支所

（市民生活福祉係）
11 月 1 日㈪ 
11 月 2 日㈫
11 月 4 日㈭
11 月 5 日㈮

8:30 ～ 17:15

へばる保育園　　 37・1229
黒木保育園 42・4148

黒木支所（生活福祉係）
あゆみ保育園 42・3550
本分保育園 42・0221
木屋保育所 42・1880
矢部保育園　 47・2510 矢部支所（市民生活福祉係）
星野保育所星光園 52・2046 星野支所（市民生活福祉係）

幼稚園 福島幼稚園 22・6500

各施設

 11月1日㈪  8:00 ～ 17:00
認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24・3412  11月1日㈪  9:00 ～ 12:00
白百合幼稚園 22・3312  11月1日㈪ 14:00 ～ 16:00
つくし幼稚園 54・2050  11月4日㈭ 14:00 ～ 17:00
ふじなみ幼稚園 42・3155  11月1日㈪  9:00 ～ 15:00

小
規
模

保
育
所

さくらんぼ保育園 24・5532
 11月1日㈪・2日㈫
 11月4日㈭・5日㈮

 9:00 ～ 17:00

どんぐりの森保育園 ★ 22・3869  11月4日㈭・5日㈮ 10:00 ～ 18:00

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」
を
下
記

の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
・
転
園
の
申
し
込
み
を
す
る
場
合
で
、
施
設
見
学
を
希
望
す
る

人
は
、
施
設
に
連
絡
し
て
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受け付け日程
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
送
付
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
市
民
・
年
金

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）

市
民
課 

市
民
・
年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

▼
電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
＝

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

▼
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
、☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

◦
受
付
時
間
＝

▽
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
19
時
、

▽
第
２
土
曜
日
9
時
30
分
～
16
時
、

▽
祝
日
（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）
と

12
月
29
日
～
1
月
3
日
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
失
わ

れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

中
に
は
、
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
称
し
て
暴

力
・
虐
待
を
行
い
、
死
亡
に
至
る
と
い
っ
た
重

篤
な
結
果
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
は
、
気
力
・
体
力
を
使
い
、
と
て
も

大
変
な
こ
と
で
す
。
時
に
は
余
裕
が
な
く
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
、
子
ど
も
に
あ
た
り
た
く
な
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
育
て
の
大
変

さ
を
保
護
者
だ
け
で
抱
え
る
の
で
は
な
く
、
周

囲
の
親
族
の
協
力
の
ほ
か
、
地
域
で
、
子
育

て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
だ
け

で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、
声
か
け
や
支
援
を

行
い
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

虐
待
の
早
期
発
見
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
そ
の
保
護
者
を
救
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、
た

め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
通
告
し
た
人

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
様
子
に
気

付
い
た
ら
、
左
記
ま
で
相
談
・
通
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
子
ど
も
が
大
声
で
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
て
い
る

▽
子
ど
も
の
体
に
不
自
然
な
あ
ざ
が
あ
る

▽
子
ど
も
が
不
潔
な
衣
服
を
着
て
い
る

▽
小
さ
な
子
ど
も
を
一
人
に
し
て
い
る

▽
保
護
者
が
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

的
、
無
関
心
な
ど

⃝

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら(
通
告
先)

＝
▽

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

１
８
９
通
話
無
料
）
▽
子
育
て
支
援
課
（
☎

２
３・
１
３
５
１
）
▽
八
女
警
察
署
（
☎

２
２・５
１
１
０
）

⃝

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
＝
▽
子
育
て

支
援
課(

☎
２
３・１
３
５
１
）
▽
家
庭
児
童

相
談
室
（
☎
２
３・１
４
４
８
）
▽
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

☎
２
４・８
２
８
２
）

▽
や
め
っ
こ
未
来
館
相
談
専
用
電
話
（
☎

０
９
０・
４
７
７
６・
３
１
５
５
）
▽
児

童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
１
２
０・１
８
９・７
８
３
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

「
虐
待
か
も
…
」と
思
っ
た
ら

　
☎
１い
ち
は
や
く

８
９「
だ
れ
か
」じ
ゃ
な
く
て「
あ
な
た
」か
ら
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生
低
学
年
以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

◦
日
時
＝
12
月
５
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
集
合
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち◦
参
加
費
＝
一
人
８
０
０
円

◦
定
員
＝
20
人
（
要
予
約
）

◦
申
込
方
法
＝
電
話
か
メ
ー
ル
に

て
「
参
加
者
名
・
連
絡
先
」
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。(

☎
２
４
・
８
２

１
７
／
Qgenkikanoobuchi@

gm
ail.com

)

　

実
施
し
て
い
な
い
診
療
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◦
実
施
期
間
＝
11
月
8
日
㈪
～

11
月
13
日
㈯

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布 

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈰
8
時

か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈯
・
11
月

27
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館
「
共
生

の
森
」

◦
定
員
＝
各
10
人

◦
参
加
費
＝
無
料
（
要
申
込
み
）

◦
持
参
す
る
も
の
＝
木
工
用
ボ
ン

ド◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・

２
２
５
７
）

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
県
内

唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈯
18
時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
１
０
０
０
円

◦
客
演
＝
深
町
宏
（
サ
ッ
ク
ス
）、

山
ノ
内
貴
一
郎
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

大
き
な
松
ぼ
っ
く
り
に
色
を
ぬ

り
飾
り
つ
け
を
し
て
、
自
分
だ
け

の
か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
小
学

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
無
料
。
※
感
染
症
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に

移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
育
学
校 
第
6
回
「
古
民
家
に

住
み
た
い
」

◦
日
時
＝
11
月
21
日
㈰
13
時
～

17
時

◦
内
容
＝
古
民
家
再
生
協
会
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
古
民
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
安
心
と

安
全
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す
。

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教
育

推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・
３
７

０
７
・
３
３
９
３
）

　

黒
木
町
出
身
の
末
崎
好
子
・

江
頭
明
子
姉
妹
に
よ
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し

の
技
術
を
生
か
し
た
作
品
、
バ
ッ

グ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
約
１
０

０
点
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈮
～
14
日

㈰
10
時
～
16
時
（
最
終
日
15
時

ま
で
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
開
放

工
房

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　
一
粒
の
米
に
般
若
心
経
の
五
千

文
字
を
書
く
、
極
小
文
字
世
界

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
公
認
記
録
保
持
者

石
井
岳
城
の
驚
愕
の
ミ
ク
ロ
の
世

界
と
、
え
り
す
ぐ
り
の
工
芸
家
に

よ
る
実
演
と
作
品
展
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈰
～
21
日

㈰
９
時
～
17
時
（
最
終
日
15
時

ま
で
／
11
月
15
日
㈪
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
工
芸
品
名
＝
ミ
ク
ロ
工
芸
、べ
っ

甲
細
工
、
陶
器

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
型
の
小
物
入
れ
を

作
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

使
え
て
便
利
で
す
。
合
わ
せ
る
紙

な
ど
で
印
象
も
変
わ
り
楽
し
め
る

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
で
す
。
子
ど
も

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
入
場
制

限
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

八
女
軽
ト
ラ
市

も
よ
お
し

も
よ
お
し

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大を防止するため、中止
になることも想定されます。市の催しについ
ては八女市ホームページで確認、そのほか
についてはお問い合わせください。催しへの
来訪の際はマスクの着用にご協力ください。

お
知知

ら
せ

家
づ
く
り
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

こ
ぎ
ん
刺
し
展

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
第
50
回
定
期
演
奏
会

松
ぼ
っ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

石
井
岳
城
と
仲
間
た
ち

牛
乳
パ
ッ
ク
で
小
物
入
れ
づ
く
り

「
い
い
な
、い
い
歯
」
週
間
、
無

料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会
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㈭
【
平
日
】
8
時
30
分
～
19
時

【
土
・
日
】
10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
・
０

７
０
・
８
１
０
（
全
国
共
通
）

※
強
化
週
間
以
外
で
も
女
性
の
人

権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
、
平
日

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話
対
応
）

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
７
３
９
・

４
１
５
１
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
働
く
上
で
の

問
題
や
悩
み
、
疑
問
に
対
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
。
労
働
者
・

使
用
者
ど
ち
ら
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

に
よ
る
相
談
（
相
談
無
料
・
予
約

不
要
・
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈰
10
時
～

18
時
（
受
付
は
17
時
30
分
ま
で
）

※
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相
談
も

行
い
ま
す
。
時
間
等
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

※
兼
松
梅
の
里
公
園
（
団
地
東

側
）
集
合
（
約
2
時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
遠
久
谷
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
、
申
し
込
み
書
は
管
轄
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
④

◦
訓
練
期
間
＝
1
月
か
ら
5
か
月

▽
経
理
事
務
科
④

◦
訓
練
期
間
＝
1
月
か
ら
6
か
月

▽
共
通

◦
募
集
締
切
＝
11
月
30
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
大
牟
田
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
9
４
４
・

５
４
・
０
３
２
０
）

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
私
た

ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
「
飛

形
山
」
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
に
関
す
る

人
権
問
題
を
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
11
月
12
日
㈮
～
18
日

だ
さ
い
。（
当
日
軽
食
あ
り
）

◦
日
時
＝
12
月
5
日
㈰
９
時
30

分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・
ご

み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
な
ど

◦
募
集
締
切
＝
11
月
19
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
持
っ
て
い
る
人

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
（
☎
２

３
・
５
１
４
２
）

募
　
集

募
　
集

飛
形
山
愛
樹
祭

日
曜
労
働
相
談
会

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

【かわいい？石人ちゃんの革トレーを作ろう】　
　当館スタッフが愛をこめて「う
ちの石人ちゃん」と呼ぶ「靫

ゆぎ
を

負う石人」（岩戸山古墳出土・
国重要文化財）。古墳への愛が
あふれて止まらない講師と、石
人ちゃんグッズ（革製ミニト
レー）を作りましょう。
※他のモチーフも選べます
※小学生以下は保護者同伴
◦日時＝11月23日㈷ 10 時～12 時
◦講師＝宮野弓絵さん（「ひたすら古墳を愛でる会社」
代表）
◦定員＝20 人（先着順）
◦参加費＝500 円
◦申込受付開始＝11月2日
㈫（月曜日は休館のためファ
クスのみ受付）

令和３年度企画展記念講演②
【立山山古墳群について】
　5 ～ 6 世紀の古墳 28 基が確認されている立山山
古墳群の多様な石室の変遷や出土品について解説し、
この古墳群の意義について考えます。
◦日時＝11月27日㈯ 13 時 30 分～15 時
◦講師＝伊﨑 俊秋（岩戸山歴史文化交流館館長） 
◦定員＝30 人（要事前申込・受付開始11月2日）

「いわいの郷」歴史講座

「いわいの郷」体験イベント

八女市岩戸山
歴史文化交流館
「いわいの郷」

◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止や
延期となる場合があります。

相
　
談

相
　
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

申し込み
フォーム
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利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
）。

【
12
月
分
利
用
者
の
会
】

◦
期
日
＝
11
月
20
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
市
指
定
鍼
灸
院
で
の
は

り
・
き
ゅ
う
治
療
で
は
、
1
回

に
つ
き
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。
※
た
だ
し
、
一
人
に
つ
き
１

か
月
７
回
ま
で
。

◦
対
象
と
な
る
人
＝
▽
八
女
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▽
八
女
市
内
に
住
み
、
後
期
高

齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人

◦
助
成
の
受
け
方
＝
被
保
険
者

証
お
よ
び
印
鑑
を
八
女
市
指
定

鍼
灸
院
に
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
各
鍼
灸
院

▽
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

　

毎
年
11
月
は
過
労
死
等
防
止

啓
発
月
間
で
す
。
過
労
死
等
を

防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
11
月
6

日
は
、過
重
労
働
解
消
相
談
（
無

料
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

◦
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１

２
０
・
７
な
く
し
ま
し
ょ
う

９
４
・
７長
い
残
業
１
３
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
労
働
基
準

監
督
署
監
督・安
衛
課
（
☎
２
３・

２
１
２
１
）

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈯
13
時
～

16
時
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

※
相
談
時
間
30
分
。
申
込
不
要
、

先
着
順
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
司
法
書

士
会
筑
後
支
部
事
務
局
（
☎
０

９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
／
O

０
９
４
２
・
３
２
・
６
３
９
４
）

平
日
10
時
～
16
時

　　

実
際
の
法
廷
を
模
し
た
刑
事

模
擬
裁
判
を
体
験
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
21
日
㈰
13
時
～

17
時
※
参
加
無
料

◦
テ
ー
マ
＝
殺
人
事
件
を
題
材
に

し
た
刑
事
模
擬
裁
判

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
の
た
め
Ｚ

о
о
ｍ
を
使
用
で
き
る
環
境
が
必

要
で
す
。

◦
定
員
＝
30
人
程
度
（
要
申
込
・

11
月
12
日
締
め
切
り
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
弁
護
士

会
筑
後
部
会
（
☎
０
９
４
２
・
３

２
・
２
６
３
８
）　

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈭
14
時
～

15
時 

神
事 

※
参
加
無
料

◦
場
所
＝
岩
戸
山
古
墳
大
神
宮

神
社
前

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局
太
郎

良
さ
ん
（
☎
２
４
・
１
２
２
８
）

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す
。
税
の
役
割
等

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w.

nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

磐
井
を
偲
ぶ
会

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
２
１ 
in 

筑
後
地
区

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
合
同
相
談
会

税
を
考
え
る
週
間

第 68 回八女市成人式
YouTube でライブ配信します

　八女市成人式を次のとおり開催します。八女市に住民登
録がある対象者には、11月下旬までに案内状をお届けします。
もし案内状が届かない場合は、社会教育課にご連絡くださ
い。なお、八女市に住民登録がない人でも成人式に参加で
きますので、社会教育課にご連絡ください。
　今年度の成人式は、新型コロナウイルス感染予防のため、
中学校区ごとに午前と午後に分散して開催します。なお、ご
家族や友人等のおりなす八女への入館はご遠慮いただきま
すが、八女文化会館を開放しますので、新成人以外の人は
こちらをご利用ください。また、YouTube で式典の様子をラ
イブ配信しますので、ぜひご覧
ください。ライブ配信の視聴方
法は案内状に記載します。
◦日時＝令和 4 年１月9日㈰

【午前の部】10 時 30 分から
〈対象中学校区〉
福島、南、見崎、西

【午後の部】13 時 30 分から
〈対象中学校区〉黒木、筑南、立花、上陽北汭学園、
矢部清流学園、星野、私立・県立学校等
※記念写真は午前、午後とも中学校区ごとに撮影します。
◦会場＝おりなす八女　ハーモニーホール
◦対象者＝平成 13 年 4 月2日～平成 14 年 4 月1日生まれ
◦問い合わせ＝社会教育課（☎２３・１３１８）

１
9

は
り
・
き
ゅ
う
治
療
の
助
成

に
つ
い
て 一

　
般

一
　
般

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間



広報八女 2021.11.129

◦期日＝11月28日㈰
◦受付時間＝ 9 時 30 分～ 45 分、10 時スタート
◦場所＝くつろぎの森グリーンピア八女
◦参加料＝1,000 円（弁当、お茶、保険込み）
◦定員＝先着 30 人
◦参加資格＝体力と健康に自信のある人
◦募集締切＝11月15日㈪
◦内容＝森の案内人と一緒に森林セラピーロード
の第 2ロード～第 3ロードを歩きます。山中池に
浮かぶ不思議な小島がかわいい「泉と小島への
散歩道」～水面に広がる緑と紅葉のコントラスト
が美しい「熊笹と湖の小道」を楽しみながら、心
と身体のリフレッシュをしましょう！（※歩く距離
は約 6㎞。グリーンピア八女への戻りは 12 時頃
を予定しています）
◦申込・問い合わせ＝黒木支所まちづくり推進係

（☎ 42・1112）

紅葉美しい晩秋の小路でリフレッシュ
令和 3 年度「セラピーウォーク」

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定し
ていた結婚式を延期・中止した皆さん、結婚を予定
している皆さん、福島八幡宮で結婚式をしませんか。
◦期日＝▽ 2 月20日㈰午前／十

じゅう
二
に

単
ひとえ

と束
そく

帯
たい

の結婚
式（１組）▽ 3 月6日㈰午前／簡易十二単と束帯の
結婚式（１組）▽ 3 月 6 日㈰午後／簡易十二単と
束帯のフォトウエディング（１組）※応募多数の場
合は抽選
◦会場＝福島八幡宮（本町 105）
◦費用＝▽結婚式 3 万円▽フォトウエディング 2 万
円（アルバム 2 ページ・写真データ付き）
◦申込締切＝11月30日㈫
※ 3 月6日の衣装は、貸し出しの簡易十二単衣と束
帯姿、または自分の着物など、選択できます。
◦申込・問い合わせ＝まつり事務局
　（観光振興課）☎２３・１１９２

「雛の里・八女ぼんぼりまつり」
福島八幡宮での結婚式カップル募集

福
島
八
幡
宮
で
素
敵
な

神
社
婚
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

田
崎
廣
助
（
１
８
９
８
ー
１
９
８
４
）
は
「
阿

蘇
の
田
崎
」
と
異
名
を
と
り
、
雄
大
な
山
岳
風
景

を
力
強
い
造
形
と
明
快
な
色
彩
に
よ
っ
て
描
い
た

画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
３
２
年
洋

画
家
と
し
て
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
む
べ
く
渡
欧
。

帰
国
後
は
、
主
題
に
松
を
選
び
「
東
洋
の
心
」
を

軸
と
し
た
、
油
絵
に
よ
る
日
本
の
美
の
追
求
を
始

め
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
１
９
５
０
年
代
に
盛
ん
に
描
い
た

静
物
画
に
着
目
し
ま
す
。
田
崎
の
静
物
画
に
は
、

西
洋
美
術
の
受
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
造

形
的
工
夫
は
、
の
ち
の
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
た
山
岳
風
景
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。日
本
人
の
美
意
識
に
触
れ
る
作
品
を
通
じ
、

田
崎
の
新
し
い
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

令和3年11月16日〔火〕から開催

開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
月曜日休館（祝日の場合は翌日）

※展示入れ替えのため、10/25 ㈪～11/15 ㈪は
　臨時休館とします。

八女市田崎廣助美術館
八女市立花町原島108-1（☎２４・８３０４）

常
設
展
示
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す山岳画家が描いた静物画

▲ 田崎廣助 ≪秋の果物≫ 1955 年 73.0 × 90.7

八
女
市
田
崎
廣
助
美
術
館
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▽
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。
▽
水
バ
ケ

ツ
、
消
火
器
等
の
消
火
の

準
備
を
し
、
終
わ
っ
た
ら

完
全
に
消
火
す
る
。
▽
焼

却
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

し
っ
か
り
と
監
視
す
る
。
▽

乾
燥
注
意
報
が
出
て
い
る

と
き
や
風
の
強
い
日
は
行

わ
な
い
。
▽
焼
却
の
途
中

で
風
が
強
く
な
っ
て
き
た
場

合
は
中
止
す
る
。

　

な
お
、
煙
や
臭
い
等
に

よ
り
近
隣
住
民
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
周
辺

環
境
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
周
辺
環

境
や
火
災
予
防
の
観
点
か

ら
、
中
止
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15

日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
季

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
11
月
に
な
り
、
朝

夕
の
冷
え
込
み
も
一
層
増
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
空

気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

ま
す
。
火
の
元
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

11月3日（祝）
よしだ胃腸内科クリニック（室岡） 23・3806
しばた医院（上陽町） 33・7373
大津歯科医院（筑後市） 0942・53・1153
11月7日（日）
草場内科循環器科（納楚） 23・5171
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
みやぞの歯科医院（黒木町） 42・3232
山下眼科医院（筑後市）      0942・53・2225
11月14日（日）
今里整形外科クリニック（高塚） 23・7715
原医院（黒木町） 42・0336
いまやま歯科医院（広川町） 32・7020
11月21日（日）
なかしま胃腸科（蒲原） 25・6200
矢部診療所（矢部村） 47・2700
本田歯科医院（筑後市）    0942・53・3431
大渕耳鼻咽喉科クリニック（本村）23・2811
11月23日（祝）
中野内科循環器科（吉田） 25・3010
辺春診療所（立花町） 36・0010
山崎歯科医院（本町） 24・3961

11月28日（日）
八媛病院（本） 　　 22・4176
林医院（立花町） 23・5557
大石歯科医院（室岡） 24・1111
宮城耳鼻咽喉科クリニック（筑後市） 0942・52・8733

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳　病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（津江） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院 （23・4131）
［火・木］筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【11月】3㈷・7㈰・21㈰
　　公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】14㈰・28㈰
　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】  （http://ycpa.
info）で確認することができます。

火災出火件数  1件 （19件）
救急出動件数 241件 （2,131件）
救急搬送人数 235人 （2,038人）

人身事故発生件数 11件 （122件）
傷　　者 19人 （158人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,525 (+1）
男 29,048  (+21)
女 32,477  (-20)

世帯数 25,307  (+27)
　※（　）内は前月比

出生 45 人 死亡 69 人
転入 140 人 転出 115 人

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動

納期限・口座振替日は11月30日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

11月に
納める
もの

イベント情報イベント情報後後筑筑 ちくごななこくちくごななこく七国七国

【筑後市】▽第 13 回筑後七国卑弥呼の火
祭りつくし窯祭典◦日時＝11/20 ㈯ 10:00 ～
20:00◦場所・問＝九州芸文館（☎ 0942・
52・6435）

【柳川市】▽白秋祭水上パレード◦日時＝
11/1 ㈪・2 ㈫ 18:00 ～ 20:30 ◦場所＝川下
りコース◦問＝柳川市観光協会（☎ 0944・
73・2145）

【大川市】▽第 36 回古賀政男生誕祭◦日時
＝11/21㈰ 9:30 ～ 10:30◦場所・問＝古賀
政男記念館（☎ 0944・86・4133）

【大木町】▽道の駅おおき秋の実り収穫祭◦
日時＝11/7 ㈰10:00 ～16:00◦場所＝道の駅
おおき◦問＝W

わ っ か
AKKA（☎ 0944・78・2472）

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会
（☎２３・０２９４）

【上妻地区】
◦日時＝ 11 月 28 日㈰
10 時～ 12 時 30 分、13
時 30 分～ 15 時 30 分
◦場所＝ポピー製紙

※ご注意ください
新 型コロナウイル スの
RNA ワクチン（ファイザー
社・武田／モデルナ社製）
を接種した人は 1 回目 2
回目いずれも接種後 48 時
間を経過していれば献血
にご協力いただけます。

八
女
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
季
火
災
予
防
運
動

た
き
火
に
注
意

（
☎
２
４
・
１
１
１
９
）
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無料法律相談 【予約】
◦11月18日㈭・12 月2日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦11月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦11月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11月26 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦11月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦11月5日㈮13:00 ～ 16:00 ／おりなす
　八女研修棟
行政相談（総務課☎23・1224）
◦11月1日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦11月4日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月9日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月19日㈮ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月19日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月17日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦11月24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦11月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦11月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦11月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会
◦11月5日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦11月8日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦11月15日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談 【予約】

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談 【予約】

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦ 平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》

◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦ 毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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　ひとり親家庭を対象に、就業
支援等を行っています。詳細は
ＱＲコードを確認ください。
◦問い合わせ＝久留米ひとり親サポートセ
ンター（☎ 0942・32・1140）



災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
日
頃
か
ら
、
食
事
や
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
い
う

カ
ヌ
ー
の
桐
明
選
手
。
最
近
は

り
ん
ご
酢
に
は
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。り
ん
ご
酢
が
速
さ
の
秘

密
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
Ｙ・Ｎ
）

▼
矢
部
村
で
は
、
栗
を
使
っ
た

ご
飯
や
お
饅
頭
が
店
頭
に
並
ん

で
い
る
の
を
見
か
け
、秋
の
訪
れ

を
感
じ
ま
し
た
。
気
温
も
肌
寒

さ
を
感
じ
始
め
衣
替
え
を
し
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
子
ど
も
が
夜
空
に
瞬
く
月
や

星
、
星
座
に
興
味
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。少
し
肌
寒
い
で
す
が
、

星
座
版
片
手
に
夜
空
を
眺
め
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

押田 心
み か

華ちゃん

R2年11月18日生（龍ヶ原）

漣心1歳おめでとう♡パ
パとママのところに産まれ
てきてくれてありがとう♡

嬉しい、楽しい、美味し
い、でいっぱいの人生に
なりますように♡

1歳おめでとう♡いつ
も笑顔で家族を癒やし
てくれてありがとう。

さくちゃん1歳おめでと
う♡お兄ちゃん2人と
仲良く元気に育ってね☆

荻野 惠
めぐみ

ちゃん畑 稜
い つ き

輝ちゃん

栗山 あやみちゃん

R2年11月10日生（吉田）R2年11月6日生（本町）

R2年11月17日生（黒木町田本）
出島 咲

さ く た ろ う

太朗ちゃん

R2年11月16日生（平田）

井星 漣
れんしん

心ちゃん 田中 千
ち は や

颯ちゃん

R2年11月19日生（黒木町本分） R2年11月19日生（吉田）

めぐみくん♡1歳おめ
でとう！お兄ちゃんと仲
良く元気に遊ぼうね♡

毎日たくさんの笑顔をあ
りがとう♡お兄ちゃんと
仲良くね！

我が家で人気者のあや
み♡兄姉達と仲良く元
気に育ってね♡

小さくうまれてきたけ
れど、壮君なりのペー
スで大きくなあれ♡♡

あざと可愛い琴ちゃん、
1歳おめでとう！毎日幸
せをありがとう！

1歳の誕生日おめでとう
♡これからも満開の花
のように笑っていてね♡

1歳おめでとう！可愛
い咲茉の成長楽しみに
しているよ♡

食べる事が大好きな友
梨奈ちゃん♡お兄ちゃ
んと仲良く過ごしてね☆

生まれてきてくれてあり
がとう！これからも元気
いっぱい成長してね♡

1歳のお誕生日おめで
とう！兄姉と元気いっ
ぱい大きくなーれ♡

太一くん、お誕生日おめ
でとう。これからも元
気いっぱいに育ってね。

毎日元気な綾芽ちゃん
♡1歳おめでとう！す
くすく大きくなーれ♪

にこにこ元気な大惺く
ん。パパとママの宝物
だよ。だいすき♡♡

元気いっぱい！笑顔いっ
ぱい！トトとカカは毎日
幸せだよ♡

祝1歳♡家族のアイド
ルゆきちゃん♡目指せ
仲よし三姉妹だぁ！

毎日いやしをありがとう
♡めいちゃん1歳おめ
でとう♡大すきだよ♡

中嶋 友
ゆ り な

梨奈ちゃん

鹿野 心
こ は る

晴ちゃん 姫野 楓
か え ら

空ちゃん 大隈 太
た い ち

一ちゃん 野口 綾
あ や め

芽ちゃん

鶴 大
たいせい

惺ちゃん松尾 珀
は く と

飛ちゃん近見 祐
ゆ き の

妃乃ちゃん 島田 芽
め い

依ちゃん

中島 壮
そ う じ ろ う

侍郎ちゃん

仙頭 琴
こ と は

葉ちゃん田邉 花
はな

ちゃん東 咲
え ま

茉ちゃん

R2年11月13日生（本）

R2年11月19日生（室岡） R2年11月24日生（立花町兼松） R2年11月26日生（忠見） R2年11月26日生（岩崎）

R2年11月12日生（蒲原）R2年11月７日生（本村）R2年11月5日生（酒井田） R2年11月13日生（津江）

R2年11月19日生（矢部村北矢部）

R2年11月17日生（馬場）R2年11月16日生（稲富）R2年11月16日生（岩崎）

おたんじょうびおめでとう

お誕生日おめでとう♡
これからもニコニコ笑
顔たくさん見せてね♡

堤 柊
しゅうか

楓ちゃん

R2年11月14日生（新庄）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

「八女の食」に
磨きをかける

市市長長ココララムム82
　
10
月
16
日
、
お
り
な
す
八
女
で
「
八
女
の
食
」
開
発
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般
財
団
法
人
Ｆ
Ｍ
八
女
が
観

光
庁
の
事
業
を
活
用
し
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
の
運
営
協

力
の
も
と
、
観
光
誘
客
に
欠
か
せ
な
い
「
地
域
の
食
」
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
▼
本
事

業
で
は
、
福
島
高
校
、
八
女
農
業
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
市

内
の
観
光
施
設
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
業
生
産
者
が
連
携
し
、
料
理

研
究
家
の
山
際
千
津
枝
先
生
の
指
導
の
も
と
、
約
３
か
月
に
わ

た
り
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
八
女
の
食
材
を
活
か
し
た
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
▼
当
日
は
、
地
元
産
の

八
女
ふ
く
ふ
く
豚
、博
多
和
牛
、山
女
魚
、は
か
た
地
鶏
、野
菜
、

棚
田
米
な
ど
、
地
域
の
食
材
を
使
用
し
た
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
が

披
露
さ
れ
、
試
食
会
で
は
、
有
名
ホ
テ
ル
の
総
料
理
長
等
、
専

門
家
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
今
後
、
観
光
ツ
ア
ー
や
観
光
施
設
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
▼
今
回
の
事
業
は
、
地
元
の
高
校
生
、

農
業
者
、
料
理
・
観
光
事
業
の
専
門
家
が
つ
な
が
り
、
連
携
し

て
新
た
な
八
女
の
魅
力
を
創
造
す
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
世
代
の
高
校
生
が
「
ふ
る
さ
と
八
女
」
に
つ
い
て

自
ら
考
え
探
求
す
る
貴
重
な
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
、
八
女
市
観
光
の

大
き
な
力
と
な
り
、
地
域
の
魅
力
を

高
め
る
起
爆
剤
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。（
10
月
20
日
執
筆
）

徹底した感染対策のもとイベントを開催
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